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関本 中部ジャワ農村の儀礼的食物交換

中 部 ジ ャ ワ 農 村 の 儀 礼 的 食 物 交 換

  一 スラカルタ地方の事例より'一

関 本 照 夫*

Rituals of Food Exchange in Rural Central Java 

                 Teruo SEKIMOTO

   This is a preliminary report of my field research conducted 
in 1975 at a rice-cultivating village near Surakarta City, Central 

Java. In this paper, an attempt is made to describe the three 
forms of ritual food exchange, and to analyze the components of 
these rituals such as each household acting as a host; visiting 
neighbours; friends and relatives; prayers; feasts and so on. 

   The three forms of rituals are as follows; 
1) bancakan At the ceremonies concerned with birth and 

growth of children, a special food with ritual meaning is given 
to the neighbours' children. 
2) slamatan Whenever any household wishes to beg forgive-
ness and security from the God, souls of ancestors and other 
spirits, a small number of neighbours are invited to sit together 
to pray, and a set of foods with ritual meaning is divided and 

given to them. This ritual is held mostly on the occasions of 
rites of passage, ceremonies of housebuilding and on some major 
days in the calendar. 
3) jagong Also on every occasion of traditional ceremonies, 
large feasts are held with a great number of neighbours, friends 
and relatives attending. Wives and daughters of the guests bring 

gifts of rice or other foods, and assist the host household in prepar-
ing the feast. The quantity of those gifts is determined by the 
rigid principle of equal  exchange. 

    These rituals, held almost everyday, relate each household 
with others on a reciprocal and egalitarian basis.  , This sort of 
ritual can be considered as an agency which formulates the rela-
tionship of any individual household with others, as well as with 
the God and several kinds of supernatural beings. 

    Through an analysis of these rituals, two themes concerning
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the structure  of  Javanese society should be made  clearer; namely, 
what the dominant pattern of social relations among the villagers 
is, and how those social relations are ritualized. 

 I. Introduction 
II. Outline of the village 

III. Bancakan 
IV. Slamatan 

 V. Jagong 
VI. Conclusion

1.序 論

1[.地 域 の概 況

  1.社 会 集 団 の 範躊

  2.文 化,生 態 環 境,生 業

皿.Bancakan

  1.bancakanの 形 態 と機 会

  2.儀 式 の諸 機 会 と構 成 要 素

IV. Stamatan

  1.C. Geertzのslamatan論

  2.slamatanの 機 会

   1)slamatanの 機 会

   2)5診 吻 ∫

   3)slamatanの 社 会 的 共 同性

  3.slamatanの 形 式

   1)slamatanの 形 式 的 画一 性

   2)11amatanの 基 本 形

   3)変 異形1,slamatan Ruteah

   4)変 異 形II }断 食 月 のslamatan

  5)変 異形III,独 立記念 日のslamatan

 4.slamatanの 構成要素

   1)主 催世帯 とその住居

  2)招 かれ た隣人たち

  3)イ スラムの導師modinと 祈 り

  4)食 物 の分配

V.Jagong

  1.」 αgongと い う概念

  2.」 αgongの機会 と主催者

  3.事 例描 写  ある結婚式の例

   1)主 催者の家族

   2)招 待

   3)女 た ちの来訪

   4)宴

  4.ブ αgongの 費用 と頻度

   1)主 催者 の側の 出費

   2)招 かれ る側の 出費

v1.結 論

 1.序   論

  筆 者 は1975年4月 よ り同 年 ユ2月まで の期 間,中 部 ジ ャ ワ,Surakarta地 方 の 農 村

社 会 に つ い て調 査 をお こな った。・主 た る調 査 は,1975年6月 よ り12月 まで の7カ 月 間,

中 部 ジ ャワ州Sukoharjo県Gatak郡 のD村 に住 み こん で お こな った1)。 本 稿 は そ

の 調 査 報 告 の一 部 で あ る。 筆 者 は現 在,調 査 で え られ た諸 資 料 の整 理 を継 続 し てお り,

そ の 結 果 は本 稿 を は じ め と して順 次 発 表 して い く予定 で あ る。

1)イ ン ドネシア語 による表記は以下の とお り。1(狗渤 απ(村)D,1(彦`α 獺 伽(郡)Gatak, Kabu一

 ρα加(県)Sukoharjo, Pr・pinsi(州)Jawa T6ngah.各 級地方行政機構の 日本語名称は筆者が便 

宜 的にあたえた ものである。日本の本 州の約57%,13万2千km2の ジャワ ・マ ドゥラ地域には,

 大ジ ャカル タ首都特別区 と19の行政市(Ko tamad■の を除 いて82のKabuPatgnが あ る。 KabuPatgn

 は 日本の県 よりは規模が小 さい。
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図1 ジ ャ ワ 全 図

 本 稿 で は,儀 礼 的 食物 交 換 の3種 の 慣 行 を と りあ げ,そ れ らをつ うじて形 成 され る

世 帯 間 の儀 礼 的 関係 につ い て 考察 す る。 そ の3種 の 慣行 とは以 下 の もの で あ る。

 (1)bancakanと よば れ る隣 近 所 の子 ど もた ちへ の 食物 の分 配 。

 (2)stamatanと よば れ る儀 式 に と もな う,隣 近 所 の 世 帯 へ の 食 物 の 分 配。

 (3)」 σgongと よば れ る宴 に お け る,主 人 か ら客 へ の 饗 応,お よび 客 か ら主 人 へ の

   食 物 の贈 与 。

 この3種 の慣 行 は,農 村 の あ らゆ る世 帯 に お いて 普遍 的 に お こな われ,ま た 年 間 を

つ うじて ほ とん ど毎 日いず れ か の 世帯 に よ ってお こな わ れ て い る。 これ らが た えず お

こな われ るの は,そ の機 会 が さま ざま で あ り,す べ て の 伝 統 的 な儀 式 の場 に,単 独 で

あ るい は組 み あ わ され て 現 わ れ るか らで あ る。 た とえ ば,誕 生5日 目の 儀 式 や 結 婚

式 に は,bancakan, slamatan,力goηgの す べ て が 見 いだ され,誕 生35日 目 の 儀 式 に は

stamatanと 」αgongが,家 の新 築 の儀 式 に はbancakanと 」αgongが 見 い だ され る。 こ

う して た えず 繰 りか え され る食 物 の儀 礼 的 交 換 に は,莫 大 な 労 力,財 貨,生 活 時 聞が

費 や され る。 現 象 的 にい うな ら,人 び との生 活 は経 済 的 活 動 と儀 礼 的 食 物交 換 とい う

2つ の主 要 な 柱 を め ぐ って 回転 してい る と さ えい え る。bancakan, slαmatan,」σgongと い

う3つ の 場 にお い て,普 遍 的,反 復 的 にお こな わ れ る儀 礼 的 食 物 交 換 に よ って,世 帯

間 の儀 礼 的 関 係 が つ ね に 形成 され,更 新 さ れ,維 持 され て い る。

 本 稿 の 目的 は,こ れ ら3つ の 儀 礼的 食 物 交 換 の場 に つ い て順 次 記 述 をお こな い,そ

こに形 成 され る世 帯 間 の 儀 礼 的 関 係が,ど の よ うな 形 態 と特 徴 を もつ の か を,あ き ら

か にす る こ とに あ る。

 こ こで い う世 帯 間 の儀 礼 的 関 係 には,(a)社 会 関係 の 一形 態,(b)宗 教 お よ び儀 礼

の複 合 の 一 要素 とい う2つ の 側 面 が あ る。 以 下 の記 述 で は この2つ の側 面 の そ れ ぞ れ
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言 ふ れ るが,本 稿 の 直 接 の 目的 は,儀 礼 的 食 物交 換 慣 行 の記 述 に あ り,調 査 地 の社 会

に み られ る社 会 関 係 の パ タ0ン,あ るい は 宗教 信 仰 の あ りさ まを 包 括 的 に あ き らか に

す る とい う課 題 にた い して は序 説 的 な もの で あ る。

 ジ ャワ農 村 社 会 に み られ る社 会 関 係 の パ タ ー ンお よ び宗 教 信 仰 に つ い て は,こ れ ま

で い くつ か の 研 究が 公 刊 されて い る。 そ れ らに た い し筆 者 が どの よ うな視 点 か ら本 稿

を呈 示 す るの か を,つ ぎに 記す2)。

 bancakan, slamatan, jagongは,儀 礼 的 食 物交 換 を つ う じて世 帯 間 の 儀 礼 的 関係 を形

成 す る場 で あ る。 筆 者 は本 稿 を は じめ とす る ジ ャ ワ農 村 社 会 の 研 究 の な か で,世 帯 間

の経 済 的,儀 礼 的等 々 の諸 関 係 を,そ れ らの 関係 が 形 成 され る さま ざま な 場 の記 述 を

つ うじて あ き らか に しよ う として い る。 そ の ひ とつ の理 由 は,ジ ャワ農 村社 会 の 研究

にお い て,村 落,世 帯 とい っ た集 団 そ れ 自体 を まず も って と り上 げ,そ の形 態 の叙 述

に終 始 す るだ けで は,結 果 は きわ めて 平 板 で不 鮮 明 な もの にな る とい うこ とに あ る。

それ は,核 家 族 構成 を基 本 とす る小 家 族 世帯 以外 に そ れ を こえた よ り大 きな親 族 集 団

が 存 在 しな い こ と,ま た本 稿 で 後 述す るよ うに,個 々 の世 帯 間 を つ な ぐ社 会 関係 の網

の 目が 村 とい う集 団 単位 内 に拘 束せ ず,よ り広 く 自由に ひ ろが って い る こ と,な ど に

よ る もの で あ る。

 H.Geertzは,ジ ャワ農 村 社 会 の構 造 が そ の形 態 にお い て 極 度 に 単純 か つ不 明 瞭iで

あ り,家 族 を こ えた 地域 的,経 済 的,宗 教 的,政 治 的 等 々の 組 織 はほ とん ど存 在 せ ず,

定 型 的 で コー ポ レー トな 活 動 体 の 欠 落 が 著 しい とのべ て い る[H.GEERTz,1963:

P.48]。 た しか に コ ーポ レー トな 集 団 に着 目す れ ば,ジ ャワ農 村 の 社会 構 造 は単 純 で

あ り同 時 に不 明 瞭 で あ る。 しか し,彼 女 の論 は,ジ ャ ワ農 村 社 会 の 記 述 に あ た っ て ま

ず コ ーポ レ ー トな集 団 に着 目す る とい う方 法 の 限界 を しめす もの で あ る。

 一 方R.R. Jayは,農 村 社 会 の な か に 世 帯,村 とい う コー ポ レー トな 集 団 と,各

世 帯 間 を親 族,隣 人,知 人 との 諸 関係 の網 の 目に よ って結 び つ け る相 互 的,二 者 的 関

2)本 稿でさしあた り言及す るのは,第 二次大戦後のアメ リカおよび インドネシアの 人類学者によ

 る現代 ジャワ農村社会の研究 についてである。一方19世 紀か ら大戦の開始 までの時期 にはオ ラ

 ンダの慣習法学者,経 済学者,民 族学者,歴 史学者 による研究の膨大な 蓄積があるが,記 述 的

 な調査報告である本稿では,そ れ らには直接言及 しない。.

  イ ンドネシア共和国の成立以来31年 間 のあいだに,国 の政治,経 済 の中心 であるジャワでは,

 きわめて急速な社会変化が進行 している。この流れは1966年 以後の 「新体制(ord baru)」政府

 のもとで進 められている工業製品の大量輸入 と外資導入 による部分的工業化,農 業技術改良と

 高収量新種稲の普及な どによ り,い っそう加速 されている。オ ランダの過去の研究者 が とくに

 深い関心をはらった村落内の土地 と労働 を めぐる共同慣行 も,現 在 ではすでに消滅 している。

 筆者の見解では,外 部か らもた らされる政治的,経 済的変動 に速やかに反応 して社会組織のか

 たちを変えてい く可塑性,無 定形 性 こそが ジャワ農村 の社会構造の主要な特徴 であ り,現 状 の

 研究 と過去の歴史の研究は,ひ とまず切 りはな した上で総合をはかるべ きであろう。
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係 とが 存 在 す る こ とを,実 証 的 に 細 か く記 述 し てい る[JAY,1969]。 だ が 筆 者 の見 解

で は,Jayの 描 きだ す 社 会 像 は極 度 に図 式 的,静 態 的 で あ り,ジ ャワ農村 社 会 とい う

特 定 の 対 象 の もつ 独 自性 が 消 し さ られ て,'い か な る社 会 で あ ろ うと こ うした形 で 整理

で きる と思 わせ るよ うな もの にな って い る。 その 理 由 もま た彼 が コ ー ポ レ ー トな集 団

と い う分 析 概 念 で まず 対 象 を整 理 し,つ ぎに残 余 の 関 係 の存 在 も指 摘 す る とい う記 述

法一に もっ一ばち 拠 って い る こ とに求 め られ よ う。 彼 は世 帯澗 をむ す ぶ 相五 的,二 者 的 関

係 の例 とし て,い くつ か の儀 礼 的 食 物交 換 の個 別 的 事 例 を,ば らば らに と りあ げて い

る。

 これ に た い し本 稿 で は,世 帯 間 の 儀 礼 的 食物 交 換 とい う普 遍 的 で た えず 反 復 され る

制 度 そ れ 自体 を,調 査 地 の人 び との 範 躊 区 分 に したが って 順 に記 述 し,そ こに見 いだ

され る儀 礼 的 関係 の 性格 を あ き らか にす るの で あ る。

 本 稿 で あ つ か う儀 礼 的 食物 交 換 の3種 の 慣 行 の うち,第2のslamatanに つ い て は,

C.Geertzが す で に詳 細 な記 述 をお こな って い る[C. GEERTz,1960b:PP.11-85]。

slamatanの お こな わ れ る機 会 と儀 式 過 程 に 限 るな らば,彼 の 記 述 の 資料 的 価 値 は きわ

め て 高 い 。 だが 彼 の記 述 で は,slamatanと 他 の儀 礼 形 態 や 宴 との 区別 と関 連 が 明確 で

な く,ま た 社 会関 係 にか か わ る分 析 は論 述 の 性 格上 ほ とん どお こな わ れ て い な い。 し

た が って,本 稿 は,C・Geertzのslamatanに つ い て の 記 述 を 補 足 し,ま た 修 正 す る

もの で もあ る。 さ らにC.Geertzが お こな った,ジ ャ ワ 人 の 宗 教 複 合 の な か で の

slamatanの 位 置 づ け に関 す る考 察 に たい し,筆 者 は批 判 的 見 解 を もって い るの で,そ

の 点 も本 稿 中 に記 す 。

 な お こ こで,調 査 地 の言 語 お よび そ の表 記 につ い て し る してお く。

 本 稿 に しめす調 査 地 の人 び と 自身 の語 彙 は,実 際 に か れ らが 日常 もちい て い る もの

で,大 半 は ジ ャワ語 の語 彙 で あ る。 た だ し,ジ ャ ワ語 の 語彙 は イ ン ドネ シ ァ語 の 語 彙

と相 互 に 浸透 しあ って い る。 と くに行 政 や 法 に か か わ る 領域 で は,た とえ ば,k駘u・

rahan「 村 」, hak ntilik「所 有 権 」 な ど の よ うに,イ ン ドネ シア語 の 語 彙 が ふつ うに使

わ れ て い る もの もあ る。

 イ ン ドネ シアで は す で に植 民 地時 代 よ りロ ー マ字 表 記 が お こな わ れ て お り,ジ ャ ワ

文 字 な どの 固有 文 字 は実 際 に は ま った く用 い られ る機 会 が な い。 本 稿 で用 い る イ ン ド

ネ シ ア語,ジ ャ ワ語 の ロ ー マ字 表 記 は,政 府 に よ り1972年 に改 訂 され た 綴字 法 に よ っ

て い る。 ただ し,2つ の母 音 字a,eに つ い て は音 の理 解 の便 宜 上 以 下 の 記 号 を 付 した。

 aが[a]の 音 を しめす に た い し,繧ﾍ[o]の 音 を しめす 。驍ﾍ[ε]の 音 を しめ

す に た い し,6は[9]の 音 を しめす 。
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 な お,ジ ャワ語 の 音 韻 体 系 につ い て は,Horneの 記 述[HoRNE,1974:PP.処 漁]

を 参 照 され た い。

II.地 域 の 概 況

 本稿では世帯間の儀礼的関係をあつか うので,記 述 の理解を容易にするため,ま

ず,村,集 落,世 帯 という3つ の社会集団範疇について説明する。つぎに本稿のテー

マである食物の儀礼的交換が,き わめて人口密度が高 く,生 業構成が複雑で,生 業を

めぐる社会関係が錯綜 した稲作社会でお こなわれていることをあきらかにする。 この

ことにふれるのは,第1に,高 い人口密度 と世帯間の儀礼的食物交換の頻度 とのあい

だの相関関係の存在をしめすため,第2に,生 業をめぐる社会関係の錯綜 と儀礼的食

物交換をつうじて形成 される世帯間の儀礼的関係の単純に画一化された形式との対比

をしめすためである。

  1.社 会集 団 の範疇

 村  以下で 「村」 というのは,国 の最下級の地方行政体であるk駘urahanの こと

である。村長(伽 αの は,村 の20歳以上の男女住民全員の選挙によって選出され,県

知事 侮 ραの により任命 される。ただし,選 挙 の候補者 となるためには,あ らかじ

め県がおこなう試験に合格しなければならない。他の村役人5～8名 は,県 がおこな

う公開の試験をへて,県 知事により任命 される。

 村長以下の村役人は,任 地を転々とす る郡以上の行政機関の役人 とちがって,村 内

に生活の本拠をおく村の一員であ り,行 政官 として,ま た村の世話役 として,村 民 と

のつよい結びつきをもつ。村政の大半は,上 級行政機関から毎 日のようにお りてくる

細かな指令を,村 の実情にあわせて調整し実施することで占められ,政 府の指導,統

制が村民の日常生活のあらゆる諸事におよんでいる。

 村長以下の村役人それぞれには,給 与 として村が所有する水田の自由用益権があた

えられる。 この水田の規模は0般 の水田所有者の平均所有規模よりかな り大きく,ど

の村の村長 も村内で最大規模の水田経営者のうちにかぞえられる。お もにこの理由か

ら,選 挙,試 験のさいの競争はきわめて激 しい。

 集落  調査地一帯の各村は,10～20の 集落(dukuh)か らなっている。 この地域

では,1920年 代に,オ ランダ植民地政庁の村落統合政策により,は じめて現在の村が

成立 した。それ以前には,現 在の各集落それぞれが最下級の地方行政体であり,6ψ漉

によ り任じられた長b駝�1に よって治められていた。
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図2 D村 全 図

 Surakarta地 方 は,南 隣 のYogyakarta地 方 とな らん で,オ ラ ンダ に よ る植 民 地

支 配 の 終 焉 ま で,旧Mataram王 国 の王 家 の領 地 で あ った特 別 な地 域 で あ る。 筆 者 の

調 査 地 を ふ くむSurakarta地 方 南 半 の3県 は, Sarakartaの 王(susuhunan)の 領地

で あ り,ジ ャ ワの 他 の 地域 が オ ラン ダ東 イ ン ド政庁 の直 轄 支 配 の も とにお か れ た の に

た い し,王 の名 目的 な 支 配 権 が残 され,す べ ての 土 地 の 所 有 権 は王 の 手 に あ った3)。

農 業 集 落 の長bgklllは 王 の 高 臣 で あ るbuPatiに 任 ぜ られ,王 の 所 有 す る土 地 の 耕 作

を監 督 し徴 租 に あた った 。 調 査 地 の老 人 た ちの 話 で は,bUkUlに は貢 租,労 役 の 義 務

を み た さぬ水 田耕 作 者(kuti kencling)か ら耕作 権 を と りあげ,他 の 地 域 か ら 任 意 に

3)Surakarta地 方, Yogyakarta地 方 の 「侯 領 」 に お け る土 地 制 度 と村 落 の 構 造 につ い て は,森 弘

 之 の歴 史 的 考 察[森,1969]を 参 照 され た い。
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人 をつ れて きて 耕 作 に あた らせ るな どの強 い権 限が あ った 。 村 び とた ち の親 祖 父 母

な どの 出身 地 を み る と,こ の50～60年 間 に お け る住 民 の移 動 は か な り激 しか った こ と

が うかが わ れ る。

 現 在 各 集 落 には,そ の 居 住 者 に よ るな ん らか の組 織 はな く,集 落 の長 もお か れ て い

な い。 そ して,日 常 的 に は集 落 を単 位 とす る共 同 の活 動 は存 在 しな い。 ただ,今 世 紀

に入 ってか らあ らた に形 成 され た とい う集 落 を 除 き,古 くか らの集 落 そ れ ぞ れ には,

現 在 村 の 所 有 地 とな って い る 共 同 墓 地 が あ り,そ こ に 最 初 に 埋 め られ た ものcikal

bakalま た はcikal饕akal驍ﾉ つ い て の伝 承 が 残 って い る。 cical bakalは1人 の こ と も

複 数 の人 間 か らな る こ と もあ る。 共 同墓 地 に は年1回,そ こに親 や 祖 父 母 の墓 を もつ

近 隣 の住 民 が 集 り,共 同 で 神tulaan,親,祖 父 母 な どの 祖 親 の霊 た ちarzuah,集 落 の土

地 霊4α ηッαηgへ の 祈 りを さ さげ,も ち よ った 食 物 を 分配 す る(こ れ をslamatan翫 ω読

とい い,第W章 で さ らに詳 述 す る)。 ま た,ふ つ う午 後 に 死 ん だ もの の 埋 葬 は 奎 日の

昼 にお こな うの に,あ る集 落 で は そ の晩 の う ちに埋 葬 をす ませ る とい った 伝 統 的慣 習

(adat)の 集 落 ご との ちが いが,断 片 的 に みい だ され る。

 d駸aと い う概 念  ジ ャ ワで は,「 都 市(kota,枷6)」 に 対 立 す る概 念 と して の

「村 」 を あ らわ すd駸a,あ るい は4翻 とい う語 が,き わ め てふ つ うに 用 い られ る。

村 び と た ちはk駘urahan(村)を しば しばd駸aと よび, lurah(村 長)は ま たk駱ala

d駸a(デ サ 長)と もよば れ る。 だ が またdukuh (集 落)をd駸aと よ ぶ こ と もあ り,

d駸aと い う語 の 用 法 は柔 軟 で あい まい で あ る。,

 Boekeそ の 他 の 過 去 の オ ラ ン ダの 研 究者 た ち は,精 神 的,共 同体 的結 合体 と しての

d駸aに 大 きな 関心 を よせ た[ブ0ケ,1943:pp.1-2, passim]。 彼 らがd駸aと よ

ん だ の は,今 世 紀 初 頭 に オ ラ ン ダ東 イ ン ド政庁 の手 に よ り,ジ ャ ワ全域 で お こな わ れ

た 村 落統 合 以 前 の村 落 で あ り,現 在 のdukuhに あ た る もので あ る。

 調査 地 を ふ くむSurakarta地 方 で は,上 述 の よ うに王 の土 地 へ の 支 配 が 直 接 的 で

強 力だ った た め,ジ ャ ワの 他 の 地 方 と同 一 に 村 落史 の問 題 を論 ず る こ とは で きな い。

そ れ で もな お,集 落 とい う単 位 が 伝 統的 な 宗 教 的共 同性 を もって い る こ とは,上 に見

た とお りで あ る。 だ が集 落 を場 とす る唯 一 の 共 同 の 行動 で あ るslam疸an Ruz�hの 参

加 者 は,集 落 の構 成 員 に限 られ ず,隣 接 す る他 の集 落 の もの も,集 落 内 の墓 地 に親,

祖 父母 の墓 が あ れ ば参 加 す る。 また 集 落 の 構成 員 で も,そ の墓 地 に親,祖 父母 の墓 が

な けれ ば 参加 しな い 。 年1回 のslamatan Ruze,ah以 外 に集 落 を 場 と して お こな わ れ る

共 同 の行 動 は存 在 しな い。 また,村 が 宅 地,道 路,水 路,耕 地,市 場等 を包 括 す る単

位 で あ るにた い し,現 在 の 集 落 は 宅 地 の集 合 と墓 地 よ りな り,集 落 ご との 固有 の耕 地
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は 存 在 しな い。

 一一方,現 在 の村 に,伝 統 的 な慣 習,信 仰 に もとつ く共 同性 を見 いだ す の は困 難 で あ

る。 か つ てb駝�1に よ って,ま た 村 落 統 合 以降 はlurahに よ って,王 の所 有 権 を 背景

と した 支 配が お こな われ て い た 耕 地 は,1945年 の 独 立 と と もに,そ の 時 の各 耕 作 者 の

私 有 地 とな った4)。 そ して,1 urahに あ た え られ て いた 職 田 の みが,村 の 所 有 地 とな

つた。

 かつ て 村 の 水 田 耕 作者 が,王 との契 約 の も と村 内の 水 田2分 の1に つ い て タバ コ栽

培 を強 制 して い た オ ラン ダ の タ バ コ会 社,お よ び1 urahと 上 級 の行 政 機 関 に た い し,

提 供 を義 務 づ け られ て い た労 役 は,独 立後 消 滅 した 。 現 在 で は,村 の 成 人 男子 全 員 が

交 代 でお こな う夜 警 と,年1回,独 立 記念 日(8月17日)の 前 に全 村 民 に よ って お こ

な わ れ る村 内の 道 路,水 路 の補 修 にだ け,か つ ての 労 役 の な ご りが 見 られ る。 しか も

そ れ は村 民 の 自発 的 共 同 性 に よ る とい うよ り,む しろ郡 役 所,郡 警 察 の指 示 に もとつ

く もの で あ る。

 また,か つ て 集 落 ご とに,村 落 統 合 後 は 村 ご と に年1回lurahの 主 宰 で お こな わ

れ て いた 村全 体 の共 同祭b駻sih d駸竄ﾍ,1945年 以 降 とだ え,現 在 で は8月17日 の 独

立 記 念 日の行 事 が 唯 一 の 村 全体 の祝 祭 とな って い る。

 一 方,上 に のべ た こ とか らす で に あ き らか な よ うに,村 は,村 有財 産(村 有 田,墓

地,道 路,水 路 役 所 の 建 物,イ ス ラ ム の 礼 拝 堂 磁 鋸の を もち,村 の 祝 祭 をお こ

な い,夜 警 と道 路,水 路 の 補 修 とい う村全 体 の 共 同 作 業慣 行,水 田経 営 に 関連 して種

苗,農 薬,肥 料 等 の 配給,村 内の 副 灌 概水 路 の管 理 と水 路 ご との稲 植 えつ け時期 の共

同調 整 稲 の 病 虫害 へ の共 同対 策 な ど,さ ま ざ ま な共 同の 財 と共 同の 慣 行 を もつ。 ま

た 村 内 に村 外 か ら盗賊 歩 入 った 時 は,見 つ け しだ い殺 して もか ま わな い が,村 民 ど う

しの 間 に盗 み等 の犯 罪 が お きた時 は,な るべ く穏 便 に解 決 す る とい う,他 者 と 自分 た

ち を区別 す る共 同 の感情 を もっ て い る。

 したが って,村 は行 政 体 で あ る と同時 に村 民 た ちの 共 同生 活 の場(community)で

もあ り,若 干 の宗 教 的 慣 習 につ い て は集 落 に 伝 統 的 共 同性 が 認 め られ る。

 世 帯  以 下 で世 帯 と よぶ の は,1軒 の 住 居 に 共住 し生 計 を と もにす る もの の 集 団

somahで あ る。 世帯 は,典 型 的 に は夫 婦 とそ の未 婚 の子 ど もた ち(養 子 を ふ くむ)か

らな り,こ れ に夫 あ るい は妻 の未 婚 の年 下 の きょ うだ い を ふ くむ もの,祖 父 母 と孫 か
唖

4)イ ンドネシア全域について,土 地 の私的所有権が 確立 されたのは,新 たな農 業基本法が施行 さ

 れた1960年 で ある。Surakarta地 方で独立後 それまでいかなる過渡的法制がお こなわれていた

 か,筆 者 はまだ知 りえていないが,村 役人を含む村 びとたちは一様に,独 立 とともに土地につ

 いての私的所有権(hak milik)が 与 えられたと語 っている。
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らな る もの な ど変 異 形 も見 い だ され る。 しか し,1世 帯 が2組 以 上 の夫 婦 で 構 成 され

る例 は ま った くな い。

 結 婚 した もの は独 立 の 住 居 を も'つべ き もの とされ て お り,住 居 が え られ な い た めい

ず れか の側 の親 の 住 居 に 同居 して い る 場 合 も,世 帯 と して は 別 個 の もの とみ な され

る。 この地 域 は 人 口が 極 端 に稠 密 で,宅 地 はす で に ほ とん ど 限 界 まで 細 分 され て お

り,地 価 も高 い の で,若 い夫 婦 が あ らた な住 居 を得 る の は困 難 で あ る。 そ のた め,夫

ま た は妻 の親 の住 居 に 同居 して い る例 は多 い が,そ う した状 態 は あ くま で 一時 的 な 不

正 常 な もの とみ な され る。

 夫 婦 を社 会 を 構 成す る基 本 的 な 不 可分 の単 位 とみ る観 念 は,名 前 のつ け方 と墓 に 良

く示 され る。 ジ ャ ワ人 に は姓 に あ た る もの は な く,名 を もつ だ けだ が,子 ど もの 時 の

名 は結 婚 す る と変 更 され,成 人 名 を用 い る。 そ して,と くにSurakarta地 方 で は,

夫 と妻 の成 人 名 は 同 一 で あ る。 た とえば,男Diyonoと 女Supinaと が 結 婚 す る と,

2入 はArjosukismoと い う 同 一 の 名 を な の り,他 人 が 呼 称 に お い て 区別 す る時 は,

父 を意 味 す る語bapakの 縮 小形pak,母 を意 味 す る語ibuの 縮 小 形buを そ れ ぞ れ

つ け て,"Pak Arjo","Bu Arjo"と 呼 ぶ ので あ る。 さ らに夫 婦 そ れ ぞ れ の 墓 は か な

ちず な らん で も うけ られ る。

  2.文 化,生 態 環 境,生 業

  Surakarta地 方 Surakarta市 とそ の 周囲 の6県(Klat駭, Boyolali, Sukoharjo,

Wonogiri, Karanganyar, Srag駭)か らな るSurakarta地 方 は,16世 紀 にお こ って 中,

東 部 ジ ャワを統 一 したMataram王 国 の 中心 地 で あ り,ジ ャワ社会 の 歴 史 的,文 化的

中 心 地 で あ る。 こ の地 方 の 人 び とは 自分 た ち を 「Surakartaの 人 間 」 とみ な し,つ ね

に 強 い誇 りを い だ い て い る。 本 稿 で あ つ か う儀 礼 的 食 物 交 換 の よ うな伝 統 的 習 俗 につ

い て語 る時,人 び とは必 ず 「これ はSurakartaの や り方 で あ り,他 の 地 方 で は慣 習 は

こ とな る」 とつ け くわ え る。

 本 稿 で は ふれ な い が,筆 者 の見 聞 の か ぎ りで も,Surakarta地 方 には 独 自の1個 の

文 化 体 系 が あ り,ジ ャ ワの 他 の 地 域 との比 較 研 究 が 可 能 で あ る。 た とえ ば,ジ ャワ語

に 固 有 の,話 者 と対 者 との 社 会 的 ス テ イ タ ス の 差 に よ って 使 い わ け られ る 「ス ピー

チ ・レヴ ェル」 の 体 系 は,Sur疚arta地 方 とYogyakarta地 方5)に お い て もっ と も細

く厳 格 に用 い られ る。 ま た た とえば,Surakarta地 方, Yogyakarta地 方 で は 田植 え,

稲 刈 りは女 だ けの 仕 事 で あ るの に た い し,他 の 地 方 で は 男女 共 同の 仕事 で あ る とい っ

5)Yogyakarta市 に は,か つ てMataramの 王 家 よ り分 立 した ス ル タ ンの 宮廷 が あ り,Surakarta

 とな らぶ,ジ ャ ワ王 朝 文 化 の 中心 で ある 。
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た 相違 も見 い だ され る。

 灌潮i水稲 耕 作 地 域  本 稿 の資 料 を えた 調査 は,Surakarta地 方 の 灌 概 水 稲i耕作 地

域 の 一 画 で お こな わ れた。 ジ ャ ワの 他 の 地域 と同様,Surakarta地 方 の 灌 概水 稲 耕 作

農 業 は,火 山麓 の盆 地 周 縁部 で もっ と も良 く発 達 して い る。 火 山麓 の 自然 湧 水 に源 を

発 す る多数 の小 河 川 が 年 間 をつ うじ て豊 富 な灌 漉用 水 を供 給 して お り,水 稲 な らば 年

に2回 ない し2年 間 に5回 の 収穫 が え られ る。

 筆 者 が 調査 地 に滞 在 した1975年 に は と くに 雨 が 多 く,年 間 をつ うじ,い つ で も田植

えが 可 能 で あ った。 平 年 で も乾期 の後 半 の6～8月 以 外 は随 時 田 植 えが可 能で あ る。

したが って1つ の 村 の なか で も農 業 周期 は ま ち ま ちで あ り,田 植 え を して い る田 の隣

りの 田で は 稲 穂が す で に成 熟 しっ つ あ る とい った 情 景 が 見 られ る。 この5年 ほ どの 間

に高 収 量 で 成 育 期 間 の短 い新 品 種 稲 が普 及 し,田 に よ って稲 の種 類 が ことな れ ば 成育

期 間 もまた こ とな る。

 こ う した 諸 条 件 に よ って,1つ の 村 全 体 に 共 通 す る農 業 周期 は ま った く存 在 しな

い。 この事 実 は ジ ャワの 灌概 水 稲 耕 作 地 域 の村 落 生 活 の理 解 の た め不 可 欠 の 前提 とな

る。 ま た,ジ ャワの 灌 瀧水 稲 耕 作 地 域 で は,す で に今 世 紀 の 初 期 よ り人 口が 過 剰 で あ

り,日 傭 の農 業 労 働 者 の 供 給 は ほ とん ど無 限 で あ る。 筆 者 の 調 査 地 で も,農 業 の た め

の 労 働交 換 の慣 行 は,老 人 た ちの過 去 の 記 憶 に わず か に残 るだ けで あ る。 こ う した こ

と に よ って,生 業 の面 で は共 同 性が ま っ た く うしな わ れ,世 帯 ご との 個 別 性 の み が き

わだ っ てい る。

 D村 D村 はGatak郡14力 村 の ひ とつ で あ る。 Gatak郡 は全 体 が 農 業 地域 で,

1975年2月 現 在 人 口33,542人,面 積18.67 kmz,人 口 密 度1796.4人/km2(郡 役 所 の

統 計 に よ る)。 この 数字 が しめす よ うに,農 業 地域 と して は い ち じ る し く人 口密 度 が

高 い。

 Gatak郡 が 位 置 す るの は,ジ ャ ワ第 一 の 長 河B6ngawan Soloが 形 成 す るSurakarta

盆 地 の南 西 縁 で あ る。 郡 の 西 には,M6rapi山(2,9n m), M駻babu山(3,142 m)

とい う双 子 状 にな らん だ2つ の 火 山 が そ び え て い る。2つ の 火 山 の 東斜 面 は,海 抜

100m前 後 のGatak郡 周 辺 で は も うほ とん ど平 地 とな り,さ らに ゆ るや か にB6nga-

wan Sotoに 下 って い く。 地 域 一 帯 の 農 業用 水 は,す べ てM6rapi山 か ら発 す る小 河

川 群 に依 存 し,B駭gawan Soloの 河 水 は 利用 され て いな い。

 Surakarta市 か らGatak郡 役 所 まで は 約15 km,郡 の 西 端 にSurakarta市 と

Yogyakarta市 とを むす ぶ 幹 線 道 路 が あ るが,郡 の 東 端 に 位 置 す るD村 とSurakarta

市 とを むす ぶ 公 共 交 通機 関 は な い。
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 D村 は1975年5月 現 在,人 口2,318人,面 積1,25km2,人 口密 度1854人/km2,世 帯

数524戸(村 役場 の統 計 に よ る。 筆 者 の観 察 で は 人 口 を しめす 数 値 は,や や実 際 よ り

多 いが ほぼ 正 確 で あ る)。 村 の 西 端 に郡 内3ヵ 所 の定 期 市 場 の ひ とつ が お か れ,5日

目 ご とに 市が 開 か れ るが,村 の主 な生 業 は水 稲 耕作 で あ る。

 村 に は10の 集 落 が あ り,ま た 村 政 の た め の下 位 区 分で あ る15の 隣i組(rukun t騁angga)

に わ か た れ る。 こ れは,第 二二次 大 戦 申 に 日本 軍政 庁 が 日本 の 隣i組を模 して ジ ャ ワの 農

村 に導 入 した もの を,独 立後 イ ン ドネ シ ァ政 府が ひ きつ いだ もの で あ る。 各 隣組 は30

～50戸 の世 帯 よ りな り,2～3人 の隣 組 長 が お かれ る
。 村 政 は,村 長 以 下5名 の村 役

人 に,随 時 各 隣組 長 や 村 内 の有 力 者 を加 えた非 公 式 な 合 議 に よ り進 め られ る。

 村 の耕 地 は,す べ て灌 概 を ほ ど こ され た水 田で,総 面 積93ha,内 私 有 地74.9ha,

村 役 人 の職 田(∫αω読r駭gguh)8.8ha,村 財政 の 資 金 を え るた め の 村 田(kas d駸a)

9.3haで あ る。 村 田 は,希 望 者 に1年 な い し数 年 の契 約 で 賃貸 され,賃 貸 料 が 村 の

収 入 とな る。

 村 内 に水 田 を所 有 す る もの147人(水 田 に限 らず すべ て の土 地 の所 有 主 体 は 個 人 で

あ り,世 帯 そ の 他 の集 団 で はな い)。 この うち大 半 が 村 内 に居 住 し,近 隣 の他 村 や ジ

ャカル タな どの大 都 会 に住 む少数 の もの は,か つ て本 人 か その 親 が 村 に居 住 し て い

た 。 た だ し,こ の こ とは,現 在 の水 田所 有 者 す べ てが,は るか 昔 か らの 村 の住 民 の子

孫 で あ る こ とを意 味 す る もの で は な い。 その な か に は親 ま た は祖 父 が 過 去 に他 の地 域

か ら移 入 して きた もの も少 な くな い。 村 外 か らの新 来 者 に よ る水 田 購 入 を制 限 す る慣

行 はな く,植 民 地 時 代 の 水 田 耕作 権(hak anggarap)に つ い て も事 情 は 同 じだ った6)。

 だが 現 在 で は,技 術 改 良 に よ る稲 収 量 の 増 大(ヘ ク タ ー ル あた り未 乾燥 の 稲 穂5t

か ら10t)と イ ン フ レに よ る米 価 の 高騰 に よ り.,水 田 の 地 価 は0.5haあ た り250万

Rupiah(約180万 円)に 達 し,ま た人 口 の稠 密 性 に お う じて村 内 の 近 隣 に 水 田 の 買 い

手 を もとめ る こ とが 容 易 なた め,自 分 の住 ま ぬ村 に 田 を 買 い も とめ た り,他 村 に新 た

・に移 住 して 田 を 買 う こ とは,か え って困 難 に な って い る。

 村 役 場 の土 地 台帳 に よ る と,上 述 の147人 全 員 が ひ と し く約0.5haの 水 田 を所 有 し

て い る。 だが この こ とは,す べ て の水 田 経 営 者 の経 営 規模 が ひ と し く0,5haで あ る

6)第 二次大戦前 のオランダ人の ジャワ研究者 たちは,d駸aの 内部に古 くか らの住民 と新来者 との

 権利上の差別が あったことや,d駸aに 外 部か ら移入す る場合の共同的規制 があった ことを しる

 している。すで に述べ たように,王 の直接 的領地であ ったD村 では,土 地 の耕 作権 をめ ぐる

 慣行 は,ジ ャワの他の地域 と異 っていたろう。戦前 においては,ど の村び とも土地 占有権を も

 たず,6獅`を 通 じて水 田の耕作権を与え られていただけであ った。耕作権 は村 内 に居住 し労

 役を はたす義務 をともな ったが,新 来者 といえ どもb駝�1が 認めれば耕作権 をえてkuli k駭・

 c駭gと な った。
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こ とを 意 味 す る もので はな い 。水 田 の所 有 と経 営 は概 念 上 ま った く別 の もの で あ り,

所 有 者(御 而 ρ彦痂 献sazvah)と 経 営者(伽ggα γαP)は,し ば しば 一致 しない。 過半

数 の経 営 者 の 経営 規模 は0.5haで あ るが,1haか ら4haの 水 田 を経 営 す る もの も

お り,逆 に0.25haの み を経 営 す る もの も,ま れ に存 在 す る。

 経 営 と現 実 の農 作 業 は ま た別 の 概 念 で あ り,多 くの 労 働 が水 田 を もたな い 日傭 の 農

業 労 働 者(buruh tani)に よ りお こな わ れ る。

 村 の4分 の3近 くの世 帯 は水 田 を所 有 せず,ま た約3分 の2の 世 帯 は水 田の 経 営 主

体で もな い。 生 業 の 構 造 は非 常 に複 雑 で あ る。 そ れ は,(a)生 業 の種 類が 多 い こ と,

(b)1人 の 村 び とが1種 の 生 業 しか もた ない こ とは まれ で,い くつ か の 生 業 を兼 ね,

しか もそ の構成 が 一 生 の 間 に しば しば変 化す る こ とに よ って い る。1人 の人 間 の生 業

構 成 は,親 な い し近親 者 か らの財 産 相 続 の 有 無,時 ど き の 経 済 状 態,学 歴 に よ って

定 ま り,生 得 的 な 身 分 の 区別 は存 在 しな い。D村 内 に見 出 され る生 業 は 以下 の とお り

で あ る。

 a.水 田 の所 有 な い し経 営。

 b.宅 地 内 の菜 園 で の 果 実 類 の栽 培 。

 C.農 業 お よび 土 木 部 門 の 日傭 労働 。

 d.豚,山 羊,鶏,ア ヒルの 飼 育 。

 e.技 能 を もつ 職 人 。 鍛 治 屋,仕 立屋,木 工,石 工,機 織 り,自 転 車 ・ラ ジ オな ど

   の 修理 屋 そ の他 。

 f.店 舗 を もつ 商 い。

 9.定 期 市 や 村 の道 端 で の零 細 な 商 い。

 h.精 米,ト ウ フ製 造 な どの 小 工 場 経 営。

 i.農 産 物 お よび家 畜,家 禽 売 買 の 仲 介。

 j.中 古 の 世 帯用 具 売買 の仲 介 。

 k.役 人,教 師,警 官,軍 人,お よび 都 市部 に通 勤 す る事 務 系,技 術 系 職 員 。

 村 び と の宗 教 生 活  ジ ャ ワ人 の宗 教,あ るい は ジ ャワ人 農 民 の 宗教 につ い て概 略

を のべ るの は極 度 に 困 難 で あ るが,本 論 で は宗 教 的 儀 礼 につ い て も記述 す るの で,そ

の た め に必 要 な か ぎ りを以下 に記 す 。

 ジ ャ ワ人 の 宗 教 につ い て は,す で にJayが 歴 史 的 考察[JAY,1963]を, c・Geertz

が 東 部 ジ ャ ワの1小 都 市 で の 調 査 の詳 細 な 報 告[C.GEERTZ,1960b]と 歴 史 的 考 察

[C,GEERTZ,1968]を お こな って い る。 植 民 地 時 代 に は,オ ラ ンダ の 研 究 者 た ち に

ょ り多 くの記 述,考 察 が お こな わ れ て い る。 さ らに よ り新 しい もの と して は,イ ン ド
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ネ シ アの歴 史 学 者Sartono Kartodirdjoに よ る19世 紀末 か ら20世 紀 初 頭 にお こな わ

れ た 農民 の宗 教 的 反 抗 運 動 につ いて の 一 連 の研 究が あ る[SARTONO,1973]。

 C.Geertzは そ のThe Religian of faaaの な か で,農 民 の 宗 教 を アニ ミズ ム的,

呪術 的,混 清 的 な もの と して い る。 しか し,こ うし た ア ニ ミズ ム的,呪 術 的 な 信 仰 と

行 為 の なか に も,イ ス ラ ムの礼 拝 堂 碗 卿4に 象 徴 され る イス ラ ム信 徒 共 同体 へ の 志

向 と,王 権 の 聖 な る力へ の志 向 とい う2つ の相 対 立す る要素 が あ る とい うの が,よ り

正 確 で あ ろ う。 村 び とた ちは 前者 を志 向 す る もの をsan triと よぶ 。 san triと い う語 が

「イ ス ラ ムの 教 えに忠 実 な もの 」 を意 味 す る にた い し,「 教 え に忠 実 な らざ る もの 」

はabanganと よ ぼ れ る。 調 査 地 で も都 市 で もabanganと 自称 し他 称 され る もの の な

か に は,(a)近 代 化 に と もな う脱 宗 教 の傾 向,(b)Mataram王 国 の 宮 廷 で形 成 され た,

王 権 の 聖 な る力 を背 景 とす る神 秘的 知 と呪 術 す な わ ちk饕atinanへ の 帰 依 とい う2つ

の 要 素が 混 在 して い る。

 Surakarta地 方 の 他 の農 村 と同様, D村 住 民 の90%以 上 は イ ス ラ ム教 徒 で あ り,残

る少 数 は キ リス ト教 徒 で あ る。 だが イ ス ラ ム教徒 で あ る村 民 の 大 多 数 はabanganで あ

り,働 α勧 αη の 信 仰 が著 し く盛 ん で あ る。

 D村 には,北 部海 岸 や 東 部 ジ ャワの そ れ と比 して きわ め て簡 素 な 漉 卵4が1ヵ 所

存 在 す るが,金 曜 日正 午 の礼 拝 や毎 日5回 の礼 拝 の た め に集 る成 人 は全 村 で20人 に み

た な い。 あ る村 び とは,筆 者 に 「神(咊han)に い た る道 は 各 人 各 様 で あ り,信 仰 は

多 数 群 が って お こな う もの で は な い」 と語 った。 各 人 は それ ぞ れ 個 人 的 に,kiyahi')

と よば れ るk饕atinanの 占者,呪 術 者 の もと をた ず ね,大 樹 道 の 四辻,井 戸,川 岸,

親 や 祖 父 母 の 墓,各 地 に点 在 す る伝 説 的 な王 子,聖 者 の 墓 に捧 げ もの を お こな い,河

中,墓 地 な どで 夜 を あ か し,徹 夜,断 食 の行 をお こな う。 彼 らが信 ず る超 自然 的 存在

は,神tuhan,親,祖 父 母 な どの祖 親 の 霊arzvah,土 地 霊danyang, roh alusと か

1�1駑butと か さま ざ ま な名 で よば れ る諸 精 霊 で あ る。

 村 び とた ちの な か に は,tuhanが ア ッ ラーで あ る こ とを あか ら さま に 否 定 す る もの

は い ない 。 少 数 の もの は,勲 儂 が ア ッ ラー に ほか な らず み ず か らが 真 正 な イ ス ラム

教 徒 で あ る こ とを,こ と さ らに 語 る 。 こ れ よ り数 の多 い他 の 少 数 者 は,「 イ ス ラム

の フ ァナ テ ィシズ ム」 を批 判 し,自 分 た ち の信 仰 は イ ス ラ ム伝 来 以 前 か ら ジ ャ ワに 固

有 な もの で あ る と,こ と さ らに 語 る。 さ らに 第3の お そ ら く過 半 数 の もの に と って

7)C.Geertzはkiyahi(C. Geertzの 表 記 で は 繊 ゆ)を,農 村 部 のsan triの 中 心 的 人 物 と みな し

 て い る[C.GEERTz,1960a]。 だ が, Surakarta地 方 のkiyahiは,宮 廷 で 形 成 され た 神 秘 的知 と

 呪 術,占 い を 農 民 に伝 え る媒 介 者 で あ る。kiyahiはabangan的 信 仰 の中 心 に た つ も の で, san tri

 の 代表 た るイ ス ラ ムの 導 師modinと 対比 をな す 。
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は、tuhanはtuhanで あ り,自 分 た ちに,な に ご と もな き平 穏 な 生活 を あ た え るな に

ものか で あ る。

 ま た多 くの 村 び とは,イ ス ラ ムの教 義 に よれ ば 唯 一 神 で あ るはず のtuhanを,他

の諸 霊 を代 表 して 上 にた つ よ うな 存 在 とみ な して お り,「tuhanに 願 い ご とをす る」

とい い なが ら,実 際 に は上 記 の 超 自然 的 存 在 の す べ て に祈 願 を お こな って い る こ≧ が

多 い。 したが って 以 下 の 記 述 で 「神,霊 」 とい う時 に は,村 び との 観 念 の う ち'にあ

る,iuhanを 上 に いだ く超 自然 的存 在 全 体 の 集 合 を 意 味す る。

 村 の 役 人 の な か に は,宗 教 にか か わ る問題 を あつ か う1名 のmodinが い る。 modin

は イ ス ラ ムの導 師 で あ り,雇 功4を 管 理 し,礼 拝 を主 宰 す る。

 III.  Banea」kan

  1.bancakanの 形 態 と 機 会

 bancakanと は,儀 式 を お こな う個 々の 世帯 が,と な り近 所 の 子 ど もた ち に バ ナ ナの

葉 に包 ん だ食 物 を分 け あた え る こ とで あ る。bancakan とい う語 の 語 源 あ るい は 他 の

意 味 連 関 につ い て は知 りえ なか った。 つ ま り村 び とた ちに と って,こ の語 の こ とな る

意 味 へ の遡 及,転 用 は存 在 しな い。

 分 配 され る食 物 の 内容 は,米 飯 に モ ヤ シ と青 菜 の ゆ で た もの をの せ,コ コヤ シの実

の果 肉 を お ろ して トウ ガ ラ シ,塩 を くわ えて す り混 ぜ た もの を調 味 料 と して ひ とつ ま

み添 え,ゆ で卵 の小 片 を飾 った もの と きま って い る。

 bancakanの 機 会 は 多様 で あ るが,ま ず 誕 生 日が あ げ られ る。 ジ ャワの 伝 統 的 な暦 は

7つ の曜 日 と5つ の 市 日8)で 構 成 され て お り,た とえば 火 曜 日S�1龝竄ﾌP・nの 日に

生 れ た もの の誕 生 日S�1龝絮onは,35日 ご とに め ぐ って く る。 各 世 帯 はそ の 全成 員 の

誕 生 日の た び にbancakanを お こな う。 朝 の し ご とが 一 段 落 す る午 前10時 ご ろ・ 家 の

主 婦 が 用 意 した 食 事 を もって住 居 の 前庭 に出 る と,近 所 の子 ど もた ちが群 が り集 って

食 物 の 分 配 を うけ,そ の 場 で 食べ て し ま う。 集 ま って くる子 に はす べ て このbancakan

が あ た え られ る。 か れ らに と って うれ しい機 会 で あ る。 だが そ こに は暗 黙 の 了 解 が あ

って,ご く近 くの家 の子 ど もた ち以 外が や っ て くる ことは な い。

 bancakanの 機 会 は ほか に も多 い。

 a.子 ど もの 誕 生 と成 長 を め ぐる あ らゆ る儀 式。 誕 生 の 当 日,生 後5日,35日 ・105

8)7つ の 曜 日(din�)は 以 下 の と お りで あ る。 A kad(日), S駭駭(月), S�1龝�(火)プR饕o(水)・

 続 幡(木),」 襯 襯ん(金),ε 伽(土)。

 ま た5つ の市 日(pasaran)は 以 下 の と お りで あ る 。 L馮i, Paing, Pon, Wag�, ICIiwon。
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  日,175日,245日a1年,8年(こ れ 以 外 に も,儀 礼 的 慣 習 に くわ しい もの は,い

  くつ か の例 を あ げ るが,実 際 に は お こな われ て い な い)。

 b.割 礼 。 男 子 は12～13歳 ご ろ,女 子 は7～8歳 で お こな う。

 c.結 婚 式 。

 d.稲 の収 穫 儀 礼 。水 田 経 営 者 は,稲 が 病 虫害 に あ った時 な ど,随 時 個別 に水 田 で

  供 犠 や ・ 呪 法 をお こな うが,大 多 数 の 経営 者が つ ね にお こな う普 遍 的 な儀 礼 は稲

  刈 の 前 日 な い し数 日前 の 収穫 儀 礼 の みで あ る。

 以 上 の うち大 多 数 の機 会 に は,bancakanは 後 述 のslamatanと な らん で お こな われ

る。bancakanの みが お こな わ れ るの は上 述 の35日 ご との誕 生 日,お よ び収穫 儀 礼 で あ

る。

 村 び とた ちは,bancakanを 簡 略化 され たslamatanだ とい う。 ど ち ら も目的 は,神

tuhanに 恵 み(ρ αη9観の を こい, slamatな 状 態,つ ま り災 いや 障 害 の な い平 穏 無 事

な 状 態 を 確 保 す る もの だ とい う。bancakanの 機 会 は, slamatanと こ とな り狭 く限定

され て い るが,村 び とた ち は その意 義 を そ のお こな わ れ る機 会 とむす び つ けて 説 明 し

よ う とは しな い。 もっ ぱ らslamatな 状 態 を神 に乞 うとい う目的 との 関連 で 説 明 し,

「大 きな機 会 に はslamatan,小 さな機 会 に はbancakan」 と語 る。

  2. 儀式 の諸機 会 と構成 要素

 調査地に見いだきれるさまざまの伝統的儀式の機会は,ま ず以下の4種 に分類でき

る。

 a.通 過 儀 礼。

 b.暦 の上 の祭 日。

 c.住 居 の新 築,改 築,井 戸 掘 り,墓 碑 の建 立,住 居 の壁 や 塀 にす るた め土 を焼 い

  て レンガ をつ く る時 な ど,「 土 を 起す(mbuka tanah)」 時 。

 d.稲 作 に と もな う収 穫i儀礼。

 これ らの ほか に病 気 が 快 癒 した 時,あ らた な商 売 を は じめ る時 な ど,個 人 ご とあ る

い は 個 々 の世 帯 ご との 特 定 の 事情 に も とつ く無 数 の 儀 礼機 会 が 存 在 す る。 そ れ らは,

個人 的 に あ るい は世 帯 の 内 部 だ けで,他 人 とのか か わ りを もたず に お こな わ れ る もの

で・ 多 くは個 人 が ひそ や か に お こな う供 犠 や 呪法 の み で な りた ち定 形 的 な儀 式 は と も

な わ な い。 したが って,他 人 と と もに 社 会 的 にお こな われ る もの で あ るbancakan,

slartzatan, jagongの 機 会 は,上 記 の4種 に限 られ る
。

 個 々の 儀 式 は,以 下 の4種 の構i成要 素 の組 み あ わせ に よ って 成 立 す る。
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A.そ れぞれの機会に固有の儀式。たとえば,結 婚式のさいの花嫁 と花婿の出会い

 の儀式など。

B.bancakan。

C.slamatan。

D.jagong。

 本稿であつかう3種 の儀礼的食物交換の場(つ まり上記のB,C, D)と 個々一の儀

式機会との関連について,理 解を容易にす るため,儀 式の諸事例をとって,そ れぞれ

が上記4要 素のうちいずれの組みあわせからなるかを以下にしめす。 これは調査地に

お け る筆 者 の 観 察 の み に も とつ く もの で,人 び との理 念 にお い て は,slamatan,知g・ng

はす べ て の儀 式 機 会 に伴 う もの で あ る。 ま た第V章 にの べ るよ うにjag・ngは 莫 大 な

費用 を要 す るので,主 催 世 帯 に経 済 的余 裕 が な けれ ぼ省 略 され る。 以 下 で は,個 々 の

儀式機会を列挙 し,そ れぞれについて,上 記のA～Dの 構成要素のいずれが見いださ

れるかを略号でしめし,つ いで,そ の機会に固有の儀式について簡単にしるす。

a.妊 娠7カ 月 目の儀式。A, C, D。 妊婦の夫 の父,ま たは農村 の伝統的産婆(dukun bayi)が 妊

  婦の頭に7回 水を注ぎ,妊 婦 はそのたびごとに計7回 着衣をかえる。

b.誕 生 当日の儀式。B, C, D。

c.誕 生5日 目の儀式 。B, C, D。 この 日新生児に名前が あたえ られ る。
'
d.誕 生後35日 目ご との儀式。 と くに105日 目,175日 目,245日 目,1年 目,8年 目。B, Cあ る

  いはBの み。

e.割 礼 。A, B, C, D。 男児な ら割礼 師(bon),女 児 な ら上記 の 産婆が施術をお こな う。 男児が

  割礼師の住居 にむ け住居を出る時は,母 親 に背負われて敷居 をこえる。

f.結 婚式の5日 前,花 婿側 から花嫁 とその 両親 への贈物(山 羊,鶏,コ コヤシの実,バ ナナ,

  米,各 種の野菜 と香料,花 嫁の衣服,装 身具,化 粧 具の一式)を 代理人が届ける儀式。A, C,

  Dが 花嫁,花 婿双方 の親の住居で それぞれ おこなわれる。代理人の出発時,贈 物の引渡 し時

  に簡単な儀式があ る。

9.結 婚式の当日(花 嫁 の親 の住居で)。A, B, C, D。 結婚式 に固有の儀式 は通過儀礼 中もっとも

  複雑 で多数の段階からな る。主 なものは以下 のとお り。

  花嫁 の母 と,花 嫁 の処女性を象徴す る祭 具k駑bar mayangを 売 る商人に 扮 した隣近所の男子

  との対話劇,お よび後者 によるman t騫aの朗唱 と踊 り。花嫁の父,花 婿,郡 の宗務 役人の3

  者によるイスラム法 に基づ く結婚 の契約。 花嫁 と花婿の出会 い。 花嫁 の 父が花嫁,花 婿をひ

  ざにのせ2人 の重 さのつ りあいを計 る。花婿 の親族の来場 と結婚が完成 した ことの確認。

h.結 婚5日 目の儀式(花 婿 の親の住居で)。A, C, D。 花嫁,花 婿が花婿の親の親類,隣 人,知

  人にひきあわ される。

i.結 婚35日 目の儀式(花 婿の親の住居で)。c。

j.葬 儀。A, C, D。 遺体 の清め,墓 地への行進,埋 葬。 この さいmodinが コー ランを朗唱する。

k.死 後3日 目,7日 目,40日 目,100日 目,1年 目,2年 目の儀式 。A, Cお よび まれ にD。

  san triたちが死者の住居によばれ,コ ーラ ンの一部を朗唱す る(tachlilan)。
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1.死 後1000日 目の儀式 。A, C, D。 san triたちがよばれ,コ ーラ ン全編を朗唱する(卿9妙 αη)。

  山羊,鶏,鳩 の儀礼的屠殺。また別の鳩を空 に放つ。

m.住 居の新築,改 築 。最初の鍬入れ,最 初に レンガをつむ時,棟 上げ,最 初 に居住者 が屋内に

 入 る時 と4回 にわた りCが おこなわれ,と くに棟上 げの際はDが ともな う。

n.井 戸掘 り,墓 碑建立,レ ンガ造 りの儀式 。Cの み。時には これ も省略 され供犠のみ。

o.収 穫儀礼 。A, B。老婆 が田で初穂を刈 る儀式をおこない,初 穂に宿る稲女神mBoh Sri(D� zvi

  Sriと もいう)を 水 田所有者の住居 につれ帰 って,寝 台の上 に寝かせる。

P.暦 の上 の祭 日。ジャワ暦 第8月(1～ 珈 αの の下旬 のある 日,ジ ャワ暦第g月 断食月(P∂ 動 の

  1日 目,独 立記念 日で ある太 陽暦8月17日 の前夜,Cが おこなわれ る。詳 しくは第IV章 参照。

  また断食月明けの大祭Idul Fitriの1日 目には,す べての人が 自分 と配偶者の親,祖 父母,

  および親の最年長のき ょうだいの もとを訪れ,過 去1年 間の罪の許 しをこい,持 参 した料理,

  菓子を贈 る。Idul Fitriの 第7日 目には各世帯が モチ米で チマキのよ うな食物(切 αの をつ

  くり,隣 近所の世帯に くばる。最後の2事 例ではB,C, Dは おこなわれ ない。

 以 上 の 諸事 例 か らわ か る よ うに,bancakanは,誕 生 か ら結 婚 に い た る各 通 過 儀 礼 に

と もな う もので あ り,葬 儀 と死後 さだ ま った 日の 儀 式 に は,modinま た はm・di nを

ふ くむsantriた ち に よ る コー ラン の朗 唱 が と もな う。slamatanは,収 穫 儀 礼 を の ぞ く

上 記 の あ らゆ る儀 式 に と もな う もので あ る。

 伝 統 的 な儀 礼 の慣 習 に くわ しい もの は,農 耕 の 開 始,つ ま り最 初 の鍬 入 れ と,収 穫

の は じま りの時 に,蜘 磁 侃 を お こな う と語 る。 だ が 筆者 の観 察 のか ぎ りで は・ これ

は省 略 され て い る。 その 理 由 につ い て は,次 章 で 考 察 す る。

 また,上 記 の諸 事 例 の うち,ブαgoπgを と もな う もの は,人 び とが 重 要 な 儀 式 の 機

会 とみ なす もの で あ り,他 は重 要 性が よ り低 い もので あ る。

IV. Slamatan

 bancakanで は 集 ま って 食 物 の 分 配 を うけ るの は 子 ど もた ちだ が, slamatanで は隣

近 所 の 各 世 帯 を それ ぞ れ 代 表 す る1名 の男 子(割 礼 をす ま せ て い る ものな らだ れ で も

よ い)が 集 ま り∫ と もに 祈 り,供 され た形 と意 味 の さだ ま った各 種 の 食 物 を分 配 して・

そ れぞ れ の 住 居 に もち帰 り家 族 と と もに 食 べ る。

1.c. Geertzのslamatan論

序 論 で のべ た よ うに,slamatanの お こな われ る機 会 と儀 式 過 程 につ い て は,す で に

C.Geertzが 詳 し く記 述 して い る。 彼 の 記 述 は,筆 者 が21年 後 に こ とな る地 域 で観 察

した もの と基本 的 に相 違 はな い。 だ がC.Geertzの 報 告[C・GEERTZ,1960b]の 序 論

に し る され たslamatanの 社 会的,文 化 的 位 置 づ け を め ぐる論 につ い て,筆 者 は2点

の批 判 的 見 解 を も って い る。 それ は本 稿 の テ ー マ と直 接 か か わ る問 題 な ので ・ まず そ
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の 批 判 を の べ る。

 C・Geertzに よ る ジ ャワ人 の宗 教 の 分 析 は,さ ま ざま な宗 教 的 観 念 や 宗 教 的行 動 を,

abangan, san tri,ρ彦吻 ⑳ とい う3つ の 「文 化 類 型 」 の 三 極 構 造 の 図式 に よ って 整 理

した もの で あ る。 か れ の 図 式 で は,abanganは 農 民 の 文 化, santriは 商 人 の 文 化,

砂 秒ゆ は宮 廷 の 貴族 ・官 吏 の文 化 と され る。 そ して か れ は,「abangan宗 教 伝 統 」 の

お もな 構i成要素 と して,slam疸an,精 霊 信仰,呪 術 を あ げ る[G・GEERTZ,工960b:'

pp・4-5]。 筆 者 の第1の 批 判 は,こ の 図式 そ れ 自体 にた い す る もの で あ る。 第2の

批 判 は,C. Geertzがslamatanの み に 着 目 し,農 民 の 宗 教 的 習 俗 の 複 合 の なか で

slamatanが しめ る位 置 の検 討 を閑 却 して い る点 にた い す る もの で あ る。

 ま ず第1点 につ い ての べ よ う。 す で に 第 皿章 に ふれ た よ うに,abangan対santriと

い う対 立概 念 は,ジ ャワ人 の 社 会 と文 化 を理 解 す る上 で 非 常 に 重 要 な もの で あ る。

san t riの ひ とつ の典 型 的形 態 が 都 市 の伝 統 的 商 人 居 住 区(kauman)に 集 住 す る商 人 層

に み い だ され る こ とは,C. Geertzも ま た のべ て い る とお りで あ る。'だが 一 方,彼 の

図 式 の な か の,abanganと｢ 駻i yayiと の 区別,ま たabanganを 農 民 のみ で 代 表 させ よ

うとす る見 解 は,き わ め て恣 意 的 で あ る。

 ρ彦吻 ゆ とい う語 は,王 国 の貴 族 ・官 吏 とい う身 分 的 社 会層 を さす もので,肉 体 労
                            う

働 にた ず さわ る 一 般 民 衆(ω ・ng cilik)と 対 立 す る 概 念 で あ る[KOENTJARANINGRAT,

1962]。 ρ乙吻 頭 対zuong cilikと い う対 立 概 念 は, abangan対santriと い う宗 教上 の

志 向 性 に か か わ る対 立 概 念 とは,次 元 の こ とな る もの で あ る。

 筆 者 の 経 験 で は,農 村 のabanganた ちの さま ぎま な信 仰 や 宗 教 的 行 動 は,す べ て 宮

廷 で 形 成 され た神 秘 思 想,祭 儀,暦 法,占 い,呪 法 を 背景 に してお り,宗 教 の 分 野 で

宮 廷 の 貴 族 ・官 吏 層 と農 民 との あい だ に一 線 を画 す るの は,き わ め て困 難 で あ る。 現

在 のSurakarta地 方 で 旧p駻iyayi層 か ら出 自 す る人 び との 大半 はabanganで あ り,

またsantriと み な され る もの も存 在 す る。 農 村部 の人 び との な か で も,多 数 のabangan

に ま じ っ てsantriが 少 数存 在 す る。 両 者 の あ いだ に は,潜 在 的 対 立感 情 が み られ る

が,死 者 を め ぐ る 儀 式 で はabanganた ちはsan triを まね き,コ ー ラン の 朗 唱 を もと

め 金,食 物 な ど の返 礼 を あた え る。 一 方,占 い や 呪 術 は もっ ぱ ら,abanganに 属 す る

kiyahiに よ りお こな わ れ る。 これ にた い して 厳 格 なsantriは あ ま り積 極 的 で は な い

が,け っ して 批判 的 で は な い。Surakarta地 方 のsantriは,宮 廷 を 中 心 に 数 百 年 に

わ た って 形成 され て きた伝 統 的 宗 教習 俗 にた い し,一 般 に肯 定 的 な態 度 を と る。

 一 方,北 部 海岸 地方(Pasisir)で はsantri文 化 が 優 越 す る。 この 地 域 は イ ス ラ ム

の ジ ャワ人 社 会 に お け る最 初 の 橋 頭墨 が 築 かれ た土 地 で あ り,Mataram王 国 の 版 図
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の なか で は辺境 で あ った。Surakarta, Yogyakartaを 中心 とす る中 部 ジ ャ ワの 内陸 部,

南 部 と,北 部 海 岸 との 相 違 は,た とえ ば,纏 ゆ4の 規 模 や農 村 社 会 内部 の ス テ イ タス

体 系 にあ らわ れ る。

 前者 で は村 の 痂 功4は きわ め て簡 素 で 小 規 模 で あ り,村 び との 生 活 の な か に しめ

る位 置 は低 い。 逆 に後 者 で は,は るか に 大 規模 で 壮麗 な 痂 卿4が 見 い だ され,村 び

との生 活 の なか で 中心 的 な 位 置 を しめ る。 ま た,農 村 社会 で もっ と も高 い ス テ イ タス

を もつ もの は,前 者 で はrad駭の 称 号 を もつ 下 級 貴 族 で あ り,後 者 で は ゐゆ の 称 号

を もつ メ ッ カ巡 礼 の経 験 者 で あ る。

 以上 の 概 観 か らあ き らか な よ うに,ジ ャ ワ人 農 民 の 宗 教 生 活 の 多 様 な 形 態 を,

abangan文 化 類 型 と して 一括 す るの は,ま った く恣 意 的 で あ る。 abangan的 伝 統 の 中

心 は,農 民 社 会 に あ るの で はな い。 そ れ はMataram王 国 の 宮 廷 に 求 め られ るの で あ

り、15世 紀 以 前 の ヒン ド ゥー文 明 の影 響 下 に あ った ジ ャ ワ諸 王 朝 の 伝 統 と,イ ス ラ ム

の神 秘 的,呪 的 潮 流 が,む す び あ わ された もの で あ る。 そ して 他 方 に は,メ ッ カを志

向 し,コ ー ラ ン,ハ デ ィス の さだ め を厳 格 に守 る,イ ス ラ ム正 統 主 義 の 潮 流,す な わ

ちsantriが 存 在 す る。 農 村社 会 の宗 教 は,こ の2つ の極 の あい だ で,地 域 ご とま た 時

代 ご との状 況 に応 じて 、 さま ざま な 中 間的 形 態 を しめす 。

 abanganとsantriの 区別 は,も っ ぱ らイス ラ ムの 戒 律 を正 し く守 るか ど うか に よ る

ものだ が,農 民 社 会 を基 礎 とす るジ ャワの 王 権 文 化 が 生 んだ,slamatan,精 霊 信 仰,

呪 術 等 は,か な らず し もsantriに よ って 排斥 され る もの で はな い。 と くに 本 稿 で あ

つ か うslama僘nは,あ らゆ る ジ ャワ人 に きわ め て普 遍 的 な 習俗 で, afianganもsantri

も,農 民 も現 代 の 都 市生 活 者 も,す べ て同 一 の形 式 で お こな う もの で あ る。 筆 者 の調

査 地 一 帯 で, slamatanを 主 宰 す る イス ラ ムの導 師modin(第 皿章 参 照)は,厳 格 なsantri

で あ る。

 つ ぎに 第2の 批 判 点 につ い て の べ る。C. Geertzは, slamatanが 「ジ ャ ワ の 宗 教

体 系 総 体 の 中心 にあ る」[C・GEERTz,1960b:p・11]と して い るが, siarrtatanは 宗

教 の 特 別 な 一 側 面,す な わ ち 隣 人 た ち と と もに,ま たmodinを つ う じて,神 に か か

わ る とい う側 面 を代 表 す る もの で あ り,他 の一 面 に は,個 人 的 に ひ そ や か に神 に か か

わ る さま ぎま の信 仰 と宗 教 行 為 の群 が存 在 す る。 もし この 地方 の 人 び との宗 教 生 活 に

つ いて の 独 立 した論 述 を お こな うな らば,こ の他 の 一 面 こそが 重 要 で あ る と筆 者 は考

え る9)。 この批 判 点 の 具 体 化 は 以下 の記 述 のな か で お こな う。

9)調 査地の人び との宗教信仰 と宗教的行為の詳細な記 述と分析は,今 後別稿において おこな う。
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  2.slamatanの 機 会

 1)slamatanの 機 会

 D村 の 人 び とはslamatanの こ と を, k駭dur駭, sid�ah, kondanganな ど と もよぶ 。

slamatanと い う名称 が 前述 のslamatか ら派 生 した語 で あ るに た い し, sid駝ahと い う

語 は,法 に よ って奨 励 され る 自発 的喜 捨 を意 味 す る ア ラ ビア語sadakaに 語 源 を もつ

[ZoETMuLDER,1965:p.288]。 村 び との な か のsantriた ち は この 語 を用 い るの を好 む。

k駭dur駭は,ペ ル シ ァ語 か らの 借 用 語 で あ る とい う。 一般 の 村 び とが もっ と も良 く

用 い るの はkondanganと い う語 で あ る。 これ は ジ ャ ワ語 で 日常 的 に使 わ れ る 「招 く」

とい う意 味 の 語 根,undangか ら きて い る。 slamatanは 招 か れ た 隣 人 た ちに よ ってお

こな わ れ る とい う社 会 関係 に かか わ る側 面 を,直 接 表 現す る語 で あ る。

 人 び とにslamatanが いつ お こな わ れ るの か を 問 う と,ま ず(a)通 過儀 礼,(b)暦 の

上 の 祭 日を あ げ,つ ぎ に(c)家 屋 の新 築,修 復,井 戸 や墓 石 の工 事 の た めに土 を掘 り

返 す場 合,(d)農 耕 の は じ め と収穫,(e)病 気 が 快癒 した時,な ど を あげ る。,さ らに問

う と 「神,霊 へ の 願 い ご とが あ る時 はい つ で もお こな う」 と答 え る。

 一方 筆 者 の 観 察 に よ れ ば,実 際 にslamatanが お こな わ れ るの は 上 記 の(a),(b),(c)

に 限 られ,(d),(e)の 機 会,さ らに そ れ以 外 に 考 え られ る神,霊 へ の さま ざ ま な 個人

的 願 い ご とに際 して は,slamatanと い う形 態 を用 い ず,個 人的 に神 や 諸霊 へ の 供犠 を

お こな うのが ふつ うで あ る。 神,霊 へ の 供 物 は 鋤 ⑳ とよ ばれ る。 この 語 は,「1」

を 意 味す るs驤� と ∫@と の 合 成 語 で あ る。 吻6は,器 に も って 客 に供 す る食 物 を意

味 す る。 したが って 鋤 卿 とは,神,霊 に供 す る ひ と も りの食 物 で あ る。

2)s乙 吻 ゴ

 さ きにslamatanの 機 会 がbancakanの 機 会 よ りも広 い範 囲 に わた る こ とを示 したが,

伽 ゆ の お こな われ る機 会 は さ らに広 く,ほ とん ど あ らゆ る儀 礼 の場 に見 い だ され る。

こ こで は頻 繁 にお こな わ れ る もの の 例 を あげ よ う。

 a.通 過儀 礼,家 の新 築 お よび改 築 の儀 礼 が 当事 者 の 住 居 で お こな われ る際,住 居

の 中央 にあ た る梁 の上,四 隅 の柱,隣 近 所 のす べ て の 井 戸,近 くに川 が あれ ば 川岸,

お よび 墓 地 に 鋤@を お く。 住 居 の 中 心 と四 隅 の 必 ゆ は だ れか 手 の あい た ものが 無

造 作 に お くだ けだ が,井 戸 と川 岸,墓 地 の 鋤 ゆ は,老 婆 が,た くさん の 供物 を も っ

た 少 女 を したが えて 巡 回 し,一 つ 一 つ 呪 文 を唱 えな が らお い て い く。

 b.葬 儀 の葬 列 が死 者 の家 か ら墓 地 に む か う時,葬 列 の 先 頭 に立 つ 若 い 男 子 がs駸aji

を もち,葬 列 が 通 過 す る道 の 四辻,橋 の 下 に一 つ一 つ お いて い く。

477



国立民族学博物館研究報告  1巻3号

 c・ 井 戸 や 墓 の 工事,土 を焼 い て住居 の壁 にす る レン ガを作 る時,傍 らに 廊 ⑳ を

お く。

 d・ 収 穫 儀 礼 の時 に は,老 婆 が まず 田 の へ りに 鋤 ゆ をお き,稲 の女 神mBoh Sri

(D駢i Sri .ともい う)で あ る初 穂 を水 田所 有 者 の 家 に持 ち帰 っ て寝 台 に寝 かせ,か た

わ らに5汚吻 ピを お く。

 e・ 医者 の手 で は簡 単 に治 らぬ 病 気 にか か る と,kiyahiに 助 言 を請 い,村 の 内外 の

どの 地点 で 悪 霊 につ か れ た かが わ か る と,そ こに 蕗 ゆ を お く。

 f.木 曜 日の夕 刻 日が 沈 ん だ こ ろ(ジ ャワ人 の 伝 統 的観 念 で は イ ス ラ ムの伝 統 に も

とづ き1日 は 日没 には じま る。 し たが って木 曜 日の晩 は 「金曜 日の晩 脚 」伽 」π麗πα耐

で あ り,こ の時 に あ らゆ る個 人 的 な 祈 願 や 呪 法 が 集 中 して お こな わ れ る),父 母,祖

父 母,夫 な どの 墓 に詣 で て,鋤 ゆ をお く。 これ は すべ て の 人 が お こな う慣 習 で は な

く,毎 週 必 ず お こな う もの は未 亡 人 に多 い 。 祈 願 の 内容 は人 に よ りさま ざ まで あ る。

 以 上 は ほん の 一 例 で あ り,上 記 の 例a～d以 外 で は,だ れが ど こに 何 の た め に

鋤 ゆ をお くか に つ い て は無 限 の 多様 性 が あ る。 廊@は 人が 神,霊 とか か わ るす べ て

の 場 合 に 見 いだ され る もっ と も基 礎 的 で あ り最 小 限 必 要 な 形 式 で あ る。 も し,C.

Geertzに な らっ て 「ジ ャ ワの 宗 教 体 系 総体 の 中心 に あ る」 もの を,儀 礼 を構 成 す る

もろ もろ の形 式 的 要 素 の な か か ら と り出す とす れ ば,そ れ はslamatanで は な く 鋤 碗

で あ る。

 3)slamatanの 社 会 的 共 同 性

 曲@の お こな わ れ る諸機 会 の うち,上 記 の 例a,b, cに あげ る よ うな,通 過 儀 礼

や 家 の新 築 等 の 作 業 の 際 に は,slamatanも 同 時 にお こな わ れ,例dに あげ た 収 穫 儀

礼 に はbancakanが と もな う。 そ の他 の あ らゆ る 鵡 確 は もっ ぱ ら個 人 的 な 行 為 で あ

り,時 にkiyahiが 関 与 す る こ と以外 に は他 人 との か か わ りを もた な い。

 これ と反 対 にslamatanは,他 人 との か か わ りにお い て の み お こな われ る。 そ し て

slamatanが お こな わ れ る機 会 は,個 人 ご と,個 人 の世 帯 ご との特 殊 性 に左 右 され な い,

誰 に も平 等 に ひ と し く め ぐ って く るよ うな 機 会 で あ る。

 さ きにの べ た よ うに,稲 作 にか か わ るslamatanは,現 在 で は ほ とん ど行 な わ れ て

い な い。 この こ との理 由 は,米 を経 済 的 利 益 を生 む商 品 とみ る考 え方 の浸 透 に あ る と,

筆 者 は考 えて い る。 水 稲 耕 作 が もっぱ ら水 田 を経 営 す る各 世 帯 に の みか か わ る活 動 で

あ り,世 帯 を こえ た隣 人 間,親 族 間 の 共 同 活動 が 存 在 しな い こ とは,す で にの べ た 。

それ で も比 較 的最 近 ま で,稲 の収 穫 に は この種 の共 同性 が た もた れ て い た。 つ ま り,

水 田経 営 者 の 隣 人,知 人,親 族 は,稲 の 収 穫作 業 に みず か ら加 わ り,刈 った稲 の10分
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の1な い しそれ 以 上 を,自 分 の もの と して持 ちか え って よい とい う慣 習が あ っ た。

 もち ろん す で に半 世 紀 以上 も前か ら,低 賃 金 の農 業 労 働 者 の 供 給 は豊 富 だ っ た。 し

たが っ て,こ の 慣 習 は水 田経 営 者 か ら隣人,知 人,親 族 へ の,一 方 的 な扶 助 の義 務 を

意 味 す る もの で あ る。

 だ が ・ この10年 間 ほ ど の 間 に急 速 に普 及 したt鴣asanと よば れ る 新 方式 に よ っ て,

収 穫 を め ぐる伝 統 的 な扶 助 の慣 習 は衰 えつつ あ る。 鋤 α5αηと は,米 の仲 買 商 人 が,収

穫 の1週 間 ほ どま え に,ま だ 田 に うわ った ま ま の稲 を買 取 って し ま うこ とで あ る。 仲

買 商 人 は,み ず か ら労 働者 の一 隊 を ひ きつ れ て や って きて,・刈 入 れ を お こな う。 もは

や 稲 の所 有 権 は仲 買 商 人 の手 に うつ って い るの で,水 田の 経 営 者 の 隣…人,知 人,親 族

た ち は,収 穫 物 の 一 部 へ の 伝 統的 権 利 を主張 で きな い。

 t饕asan方 式 に よ って,水 田の 経 営 者 と仲 買 商 人 は,経 営 す べ き田 を もた な い 他 の

村 び とたち の犠 牲 に よ り,と もに利 益 を え る。

 この よ うにか つ て の 自給 的 食糧 生 産 者 か ら商 品 生 産 者 へ と変 貌 しつ つ あ る水 田経 営

者 は,水 稲 耕 作 の 各 段 階 で さま ざ まの 供 犠 や 儀礼 を お こな っ てい る。 だが そ れ は,収

穫 儀 礼 に と もな う子 ど もた ちの た め のbancakanを 唯 一 の 例 外 と して,す べ て 各 経 営

者 の世 帯 内部 で の み お こな わ れ る。 隣 人 た ちの 参加 に よ り,居 住 を近 接 す る各世 帯 の

共 同性 を 前提 と してお こな われ るslamatanが,農 耕 儀礼 の分 野 か ら姿 を け した の は,

こ こに ふ れ た農 業 の 経 済 的,社 会 的条 件 の変 化 と関 連 した現 象 と考 え られ よ う。

 一 方,家 の新 築 ・改 築,井 戸 掘 り,墓 碑 の建 立 等 の 作業 は,現 在 もなお 隣 人 た ちの

労働 奉 仕 に よ ってお こな わ れ て お り,slamatanが 欠 か さず に お こな われ て い る。

3.slamatanの 形 式

1)slamatanの 形 式 的 画0性

 人 び とがbancakanに つ い て語 る時,そ れ が い か な る機 会 と結 びつ い た もの か は,

あ ま り問 題 と され な い。 そ れ は,さ だ ま っ た形 の 食 物 を さだ ま った形 式 で 隣 人 の 子 ど

もた ちに 分 配す る とい う単 一 の 形 式性 が,bancakanの あ らゆ る事 例 をつ らぬ い て い る

か らで あ る。 もしか りに結 婚 の 儀 式 の1事 例 の み を と りあ げ,そ の 儀 式 過 程 に継 起

す る20余 に もお よぶ さ ま ざま な 小 儀礼 を 順 次記 述 して い くな らば,そ の1つ で あ る

bancakanは,あ ま り重 要 で な い 副次 的 な要 素 と位 置 づ け られ るか も しれ な い。 だが 視

点 をか えて 人 び との 日々 の生 活 を長 期 間 観察 す るな ら,さ ま ざ まな機 会 に ま っ た く同

0の 形 式 のbancakanが た えず く り返 しお こな われ て い る こ とが 見 いだ され る。

 slamatanの 形 態的 特 徴 につ いて も同様 の こ とが い え る。 い か な る機 会 にだ れ が お こ
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なお うと,slarrtatanの 形 態 は 同一 で あ る。 筆 者 は 調 査 期 間 を つ う じslamatanの 大 量

の事 例 を観 察 したが,の ちに のべ る特別 の 変異 形 の2,3の 事 例 に い くつ か の 相 違 点

が み られ る こ とを 除 けば,す べ て の事 例 をつ うじて形 式 は ま った く同 一 で あ った。 そ

してC.Geertzの 記 述 との相 違 はた だ 一 点,原 則 と してmadinな い しそ の公 式 の代

理 者 に よ って 主宰 され る こ とで あ る。

 以 下 に,ま ず 基本 形 の例 を しめ し,つ ぎ に3つ の変 異形 の例 を し めす。 基 本 形 は,

通過 儀 礼,家 の新 築 等,個 々 の世 帯 が 儀 式 をお こな う機 会 に,当 事 者 が そ の住 居 にお

い て催 す もの で あ る。 一・方,筆 者 が 観 察 した3例 の 暦 の 上 の祭 日のslamatanは,個

個 の住 居 ご とで はな く,特 定 の場 所 に人 び とが集 合 して お こな われ た。 この3例 を変

異 形 とす る。

2)slamatanの 基 本 形

 slamatanが お こな われ る時 間 は,ち ょ うど 日が 沈 ん で あ た りが 暗 くな った 夕 刻6時

す ぎが 多 い。 これ は 人 び とが 集 りや す い よ うに とい う便宜 上 の慣 習 で あ り,午 前 中 や

正 午 す ぎに も しば しば お こな わ れ る。

 主 催 世帯 の女 た ちの 手 で きま ぎま な種 類 の 食 物 の準 備 が整 うと,当 の 世 帯 の 息 子か

代 理 の 若 い 男子 が 隣 近 所 の 家 々を 回 って 開始 を知 らせ る。15分 間 ほ どで ひ と とお りの

顔 ぶ れ が そ ろ う と,slamatanが は じま る。 家 の前 面 中 央 の 部屋 の焼 成 レン ガ を敷 いた

土 間 の上 に ご ぎが 敷 か れ,用 意 され た食 物 が す で に お か れ て い る。 参 加 者 は は き もの

を脱 ぎ,多 数 の食 物 を囲 む よ うに円 陣 をつ くって あ ぐ らをか い て坐 る。 円陣 の 正 面 奥

に はslamatanの 主 宰 者modinな い しm・din代 理 が す わ る。 modinは まず ジ ャワ 語

の 型 どお りの文 句 で,こ のslamatanが 何 の た め にお こな わ れ るか,た とえ ば,家 の

主 人Aが そ の息 子Bの 割 礼 をお こな うに 際 し,万 事 妨 げ の な きよ うこのslamatanを

お こな う,と い った こ とをの べ る。 参 加 者 はmodinの こ とばの ひ と 区切 りご と に,

"吻 〃'す な わ ち 「は い」 と唱 和す る
。 や が てmodinは 掌 を上 に 向 けて両 手 を胸 の高

さ にか か げ,リ ズ ミカ ル に ア ラ ビ ア語 の祈 りを は じ め る。 この 際 参加 者 は 同 じ く手 を

挙 げ て"0'm"と 唱 和 す る。

 これ が 終 る とな らべ られ た食 物 を参加 世帯 の数 に わ け,バ ナ ナの葉 に包 んで そ れぞ

れ の住 居 へ もち帰 り,す べ てが 終 る。 開 始 か ら終 了 ま で は一 様 に約15分 間 で あ る。

 3)変 異 形1,slamatan Ruwah

 ジ ャワ 暦 第8月Ruwah月 の 下 旬,各 墓 地 ご とにslamatan Ruzuahが お こな われ

る。 まず 墓 地 に つ い て のべ よ う。
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 墓地は原則として各集落に1ヵ 所ある。D村 では10の集落にたいし墓地は8ヵ 所,

今世紀になってか ら形成 されたという新しい集落には墓地はなく,隣 接 の特定の1集

落の墓地を利用している。人が死ぬと必ず土葬 され,死 後1000日 目の儀礼の際,も し

残った肉親に経済的余裕があれば石製の墓碑をたてる。墓碑が もうけられない際は,

遺体が埋葬 された箇所はやがて忘れさられ,ま た別の埋葬に利用される。

 墓碑があればその箇所は永久に保存され,子,孫 等 によ り時に5彦吻乞が供えちれ

るが,こ れもやがては忘れられる。墓地には多 くの古く磨耗 した墓碑があり,そ れが

誰の墓であるかはもはや忘れられている。老人たちの話では,独 立後暮しが楽になっ

てみなが肉親の墓碑をたてるようになったそ うで,現 在では少数の極貧層の世帯を除

くと,ほ とんどの死者のために墓碑がたて られる。

 夫婦の墓はかならず並んでもうけられるとい う原則を除くと,死 者がどの墓地に埋

葬 されるべきかについて明確な観念体系はない。事実をたどっていくと,す べての人

には死亡時に居住 していた集落の墓地に埋葬 される資格がある。遺体の墓への埋葬は

死後24時 間以内におこなわれ,仮 埋葬 と本埋葬の区別等はないので,墓 が死亡地に近

いことが絶対の条件となる。また,死 者の親の墓が近隣の別の集落にある場合は,多

くの場合その傍 らに埋葬 される。

 死者が女で夫を もっている場合は,夫 の親の墓の傍 らに埋葬される傾向がつよい。

さらに,死 者の双系 の祖親(bilateral ascendants)の 中に生前,著 名で有力だった

ものがあれば,そ の墓碑の傍 らに埋葬 されが ちである。た とえば,か つて村長だった

りヵ冴吻噸 層に属していたものその他の有力者の墓は,そ のすべての子孫 および各

子孫の配偶者の墓を傍 らにひきつける傾向をもつ。 この傾向は時に血縁の範囲をもこ

える。たとえぼ,D村 が1920年 代に村落統合によってはじめて形成された時の初代の

村長(lurah)Aの 墓の周囲には, Aの 娘の夫が 前妻 との間に もうけた子どもたち,

および孫たちの墓までがな らんでいる。

 slamatan ku t�hに 参加するのは,(a)そ れがおこなわれる墓地に,自 己または配偶

者の親,あ るいは両親の父母の墓をもち,(b)そ の墓地のある集落が隣接する集落に

住んでいる,(c)既 婚の男子である。親または祖父母の墓が 日常の交際の地理的範囲

をこえた別 の場所にある時は,Ruz�h月 下旬のつごうの良い日に個別的 に墓参 をお

こな う。

 人びとは墓地ごとに昔からきまっている特定の日の午前中に墓地に集まり,そ の場

を清掃し,墓 地に必ずある椿樹の大木の傍 ら,ま たもし墓地内に伝説上の王子,聖 者,

王 の戦士 などのものとされる墓があればその傍 らで,基 本形 と同じようにslamatan
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を お こな う。 た だ この 場 合 に はmodin 1名 に よ る短 い 祈 りに か わ って, modinを ふ

くむ数 名 のsan triた ちが30分 ほ ど祈 りをお こな う。 ま たす べ ての 参 加 者 は 同 じ内容 の

slamatanの 食 物 を もち よ り,祈 りが 終 る とす べ てを 混 ぜ あ わせ て少 しず つ 食べ,残 り

を ま た分 け あ って もち帰 る。

 4)変 異 形 皿,断 食 月 のslamatan

 断食 月(P65の の最 初 の晩,近 隣 の20戸 ほ どの世 帯 ご と に,各 男子1名 が そ の 中 の

1戸 の住 居 に集 ま り,基 本形 と同 じ形 式 でslamatanを お こな う.こ の 時 の 食 物 は 基

本 形 に み られ る米 飯 を中心 と して多 数 の 菜,果 実 等 を加 えた もの とま った く異 り,小

麦 粉 を 練 って 砂 糖 とsantanlo)を 加 え,直 径10 cmほ どの 円 盤 形 に 焼 い た 菓 子apom

の み で あ る。 参 加 者 は 自分 の 家 で焼 い た ψ ・mを もち よ り0,祈 りが 終 る と すべ て を混

ぜ あわ せ,再 度 分 け あ って 帰 る。

 5)変 異 形 皿,独 立 記 念 日 のslamatan

 独 立 記 念 日8月17日 の 前夜,村 長 が 村 役 人,各 隣組 長,村 の 民 兵 隊 員(Pertahanan

Sipil)そ の他 の有 力 者 を 自宅 に ま ね き, slamatan .をお こな う。 形 式 は基 本 形 と同一 で

あ るが,数 十 名 の 招待 者 の うち 老 人 た ち20人 ほ どの み がslamatanに 参加 し,他 の も

の は前 庭 に集 ま って食 事 を供 され話 に興 ず る。

 変 異 形1,Hは 各参 加 者 が 食 物 を もち よ るの で 共 同slamatanと い い う るが,こ の

変 異 形 盈は,村 長 が 村長 とい う資 格 にお い て 個人 的 に主 催 す る もの で あ る。

  4.slamatanの 構 成 要 素

 slamatanの 形 式 的 過 程 は,そ れ を構成 す るつ ぎの5つ の 要 素 に 分 解 で き る。 す な わ

                  0
ち,1)主 催 世 帯 とそ の 住 居,2)招 か れ た 隣 人 た ち,3)イ ス ラ ム の 導 師m・din,

4)祈 り,5)食 物 の 分 配,で あ る。 以 下 に 各 要素 につ い て 詳 述 す る。

 1)主 催 世 帯 と そ の 住 居

 slamatanの 主 催,参 加 の単 位 は,第 皿章 に ふれ た世 帯 で あ る。 そ してslamatanの

場 は 変 異形1を 唯 一 の 例 外 と し,す べ て主 催 世 帯 の住 居 の 前面 の部 屋 で あ る。 つ ま り

slamatanは 世 帯 の 儀礼 で あ り,世 帯 を こ えた な ん らか の大 きな 集 団 の儀 礼 で は な い。

slamatanに は隣 人 た ち の参 加 が 不 可 欠 で あ り,そ の こ とはslamat瀟の 最 大 の 特 徴 で

もあ る。 だが,そ れ は主 催 世 帯 の た め に お こな われ る もの で あ る。 結 婚 して 独 立 の 世

10)コ コヤシの実の 白い果 肉を おろ し器でおろ し,水 に漬 けて絞 った絞 り汁で,ジ ャワ料理 の基本

 的な調味料である。
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帯 をつ くって い るす べ て の もの は,slamatanを お こな う。 す べ て の世 帯 は,社 会 的 地

位,経 済 力 等 の差 に か か わ らず,等 し くstamatanを 主 催 し,参 加 す る単 位 とな る。

2)招 か れ た 隣 人 た ち

 上 述 した よ うにslamatanに 参 加す る の は隣 近 所 の 各 世 帯 を 代 表 す る 男 子1名 ず つ

で あ る。 この 点 は ま った く画 一的 に さだ ま って お り,だ れが 何 の 機 会 にslamatanを

お こな お うと相 違 は な い。

 招 待 の唯 一 の 基 準 は 居住 の隣 接 で あ り,sl.amatanの 直 前 に開 催 の 告 知 を うけ招 待 さ

れ る もの は,ほ ぼ 自動 的 に さだ ま って い る。524世 帯 よ りな るD村 は,上 述 の よ うに

15の 隣 組 に わか れ てい るが,1つ の隣 組 が30世 帯 ほ どの規 模 の場 合 は,そ の な か の ど

の 世 帯がslamatanを 催 す 場 合 も,同 じ隣 組 内 の全 世帯 をsl'amatanに 招 く。 隣 組 の 規

模 が さ らに 大 きい時 は それ を中 央 で2等 分 し,そ れ ぞ れ をslamatan招 待 の 単位 とす

る。 これ 以外 に も,主 催 世 帯 の 住 居 と道 をへ だ て て 向 い あ う3～5戸 ほ どの住 居 に住

む もの は,隣 組 が 異 りま た村 が 異 って い て も招 待 され る。 変異 形 皿の場 合 には,こ こ

に い う隣 組 な い しそ れ を分 割 したslamatan単 位 ご とに,適 当 なだ れ か の 住 居 に 集 ま

っ てslamatanを お こな う。

 隣 組 の成 立 は 第 二 次 大 戦 中 の 日本 軍 政 時 代 の こ とで あ り,こ う したslamatan単 位

の 分割 は便 宜 的 な もの で あ って,伝 統 的 な もの で は な い。 住 居 の周 囲 の 隣人 た ちを 招

くとい うの がslamatanの 原 則 で あ る。 変 異 形1の 場 合 も,居 住 の隣 接 とは 別 に 同 一

の 墓 地 に親,祖 父 母 の墓 を もつ もの の一 時 的 集 団 が 形 成 され るので は な く,各 墓 地 の

周 囲 に住 み,か つ そ こに親,祖 父母 の墓 を もつ もの が 集 ま るので あ る。

 3)イ ス ラ ム の 導 師modinと 祈 り

 slamatanに は, modinな い しそ の代 理 が 参 加 し,儀 式 を主 宰 し祈 りをお こな う。 代

理 はmodinが 任 ず る もの で, D村 には4人 い る。 時 に各 所 でslamatanが か ち あ って

modinも そ の代 理 も くる こ とが で きな い場 合 は,参 加 者 中 で ア ラ ビア語 の祈 りが で き

る ものが 臨 時 に代 理 をつ とめ る こ と もあ る。 つ ま り,slamatanに 不 可 欠 な もの は,ア

ラ ビ ア語 に よ るコ ー ラ ンの 一 節 の朗 請 で あ り,modinな い しそ の公 式 の代 理 の 参 加 は

この 必 要性 か ら二 義 的 に導 か れ る もの と筆 者 は考 え る。

 さ きに人 と神 との 儀 礼 的 か か わ りにslamatanと 個 別 的 な 鋤 ψ とい う2つ の 道 が

あ る こ と を指 摘 したが,前 者 に かか わ るm・di nと 後 者 にか か わ るkiyahiと で は,そ

の 宗 教的 性 格 が 大 き く異 って い る。

 人 び とは さま ざ まの 個 人 的祈 願,た とえば 病 気,稲 の病 虫 害,出 産,恋 愛,結 婚,
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商 売,入 学 や就 職 の 試 験 等 々 にか か わ る 祈願 に際 し,自 分 の 選 ん だ 切 磁 の助 言,

占い,呪 法 を請 い,ま た そ の 指 示 に よ りみず か ら供 犠,呪 法等 をお こな うの だが,

kiyahiは そ の結 果 に一半 の 責 任 をお うの で あ り,そ れ ぞ れ のkiyahiに は さま ぎ ま の

過 去 の し ご とに つ い ての 評 判,過 去 に な した 修 行 や 超 自然 的 力 につ い て の 伝説 が つ き

ま と う。 人 び とが 自分 の選 ん だkiyahiに た いす る態 度 は,秘 や か で うや うや し い。

 0方,少 くも現 在 で は,D村 お よび そ の周 囲 の 人 び との 間 に, modinが 聖 な る力 な

い し超 自然 的 力 を もつ とい う信 仰 は な い。 筆 者 がD村 で 聞 い た話 で は,調 査 地 の 西 南

隣 に位 置 す るKlat駭地 方 の い くつ か の村 には か つ て 聖 な る田が あ り, m・din以 外 の

ものが 鍬 を入 れ る とか な らず 病 い に襲 わ れ た とい う。 だ がD村 お よ び その 周 辺 で は,

この よ うなm・dinの 超 自然 的 力 を示 唆 す るいか な る 言 い つ た え も見 出 す こ とが で き

なか った 。

 現 在 のmodinに は,役 人 の1人 とい う性 格 が つ よ い。 m・dinは 村 役 人 の1人 で あ

り,ま た 宗 教 省 の地 方 機 関 の最 末 端 の役 人 として,村 び との 出生,結 婚,離 婚,死 亡

等 の届 け出 を受 け郡 役 所 に 報 告 す る。modinは ま た 礼 拝 堂 擁 功 ノ を 管理 し,礼 拝 を

主 宰 す るのだ が,こ の 地域 で は 雇 功4で の礼 拝 に あま り価 値 が お か れ て い な い た め,

この面 で の 村 び とた ちへ の影 響 力 も弱 い。 だ が 彼 は,す べ て の村 び とが た えず お こな

うslamatanを 主 宰 す る こ とに よ り,村 び とた ちの 間 に さだ ま った 地 位 を有 して い る。

 sdamatanは,さ だ ま った 形 式 に よ ってお こな わ れ る こ とだ けで 十 分 と され る 儀 式

で あ り,結 果 は 問 題 に な らな い。 つ ま り,さ だ ま った 形 式 の5」α脚'απ をお こな わ な

い こ とは,当 事 者 に災 い を もた らす が,一 定 不 変 の 形 式 を み た して い る以 上 は,何 か

を つ け加 え るこ とで よ り良 い結 果 を期 待 す る こ とはで きな い し,そ う した観 念 は存 在

しな い。 ほ とん どの 村 び とに は理 解 で きな い ア ラ ビア語 の 祈 りも,そ の不 変 の 形 式 の

一 要 素 で あ り,そ れ を お こな う人 自身 の属 性が 結 果 に 影 響 す る こ とは な い。D村 の

modin代 理 の うち1人 は,時 に詐 欺行 為 を はた ら くこ とで きわ め て評 判 の 悪 い 人 物 で

あ ったが,そ う した 評 判 は,彼 が ア ラ ビア語 の 祈 りをお こな う能 力 を もち,slamatan

を主 宰 す る こ とには 影 響 しな い。

 kiyahiの なか に も,時 に 社会 的 評 判 の 悪 い もの が い る。 それ は 主 に 賭 け ご と,飲

酒,女 遊 び な どに か か わ る もの だ が,こ うした 行 為 は そのkiyahiを 信 じ る もの に は

む し ろそ の 超 人的,超 自然 的 能 力 の し る しで あ る。 だ が さ きのmodin代 理 の 場 合,

評 判 の悪 さは評 判 の 悪 さで あ って,そ れ とは ま った く無 関 係 に,彼 の ア ラ ビア語 で 祈

る能 力がslamatanに 必 要 と され る。
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4)食 物 の 分 配

 slamaianに お い て は,そ の場 に並 べ られ 参加 者 が と りわ けて もち帰 る食物 の 内容 も

画 一 的 に定 め られ てお り,主 催 者 に よ っ てそ れが 他 人 よ り簡 素 だ った り立 派 だ った り

す る こ とは な い。 食 物 は多 くの 種 類 か らな るが,そ の 組 み あ わせ はslamatanの 機 会

ご と に異 り,画 一 的 に 規定 され てい る。 た と えば 葬 儀 のslamatanと 誕 生 のslamatan

とで は,食 物 の種 類,組 み あ わせ は ま った く異 り,ま た 誕生 のslamatanに 限 って も,

誕 生 当 日のslamatanと5日 目のslamatanと で は 内 容 が こ とな る。 結 婚 式 の 当 日24時

間 だ けを み て も,式 の は じ ま る朝,午 後 か夕 刻 に花 嫁 と花婿 の 出会 い の儀 式 が お こな

われ る 直 前,翌 日い っ さい が 終 りか た づ け もす んだ あ と と,3回 のslarrzatanが お こ

な われ るが,そ れ ぞ れ食 物 の 内容 は異 る。

 す べ て に 共 通 す る組 み あわ せ は,(a)米 粉 を 練 っ て 蒸 した プ デ ィ ング 状 の も の

@η 侃g)3種5～7皿,(b)米 飯2～8盛,(c)「 市 場 の 買物(tukanρ α5切」 とよ ば れ

る市 場 で 買 った 果 実 と菓子 類1盛 な い し数 盛 で あ り,こ の ほか に鶏 肉,野 菜 の さま ざ

ま の料 理 が な らぶ。

 米 飯 の 盛 りつ けに は い くつ か の形 が あ る。 大 円錐 形,円 錐 形 の 周 囲 に6つ の小 円錐

形 を配 した もの,円 錐 形 を真 中か ら半 分 にた て わ りに した形 の もの,平 頭 円形,大 き

な むす びの よ うに 丸 め て バ ナ ナ の葉 で 包 ん だ もの な どで あ る。(b)に 用 い る米 は ウル

チ米 に限 られ,モ チ 米 は 菓 子 と して 「市 場 の 買 い物 」 の 中 に見 出 され る。 米 飯 の た き

方 に もふつ うにた い た もの と,santanを 加 えて た い た もの との2種 が あ る。 他 の 料理

にっ い て も,材 料,調 理 法,も りつ け の それ ぞ れ に 関 し,機 会 に応 じた さま ざま な さ

だ めが あ る。

 そ れ ぞ れ の食 物 に は,名 称 と 意 味 づ けが あた え られ て い る。 た とえ ば 高 さ30cm

ほ ど の大 円錐 形 の 米 飯 は,v sego砲 卿 著ηg(意 味 は 「円 錐 形 の飯 」)と よ ば れ,運 勢 が 良

くな るよ うに とい う意 味 づ けを もつ。slamatanの 各 機 会 ご との 食 物 の組 み あ わ せ と,

そ れ ぞ れの 食 物 が お び る意 味 につ い て は本 稿 で は省 略 し,以 下 の2点 の 補 足 に と どめ

る。

 第1に,Mataramの 宮 廷 で 編 ま れ た 占法 と祭 式 の 書(Primb・nと よ ば れ 現 在 で も

さま ぎま の 版 が 市 販 され て い る)に は,筆 者 が 村 で 観 察 し,ま た 村 び とか ら 聞 い た

sdamalanの 食 物 の 名 称,構 成,意 味 の体 系 とほぼ 同 一 の 内容 が し る され てい る。 こ う

した 書 物 は過 去 の宮 廷 の神 秘 術 者 に よ り編 ま れ た もの で あ り,村 び との なか に も所 有

す る ものが い る。 した が って,他 の 多 くの信 仰 や 習 俗 にか か わ る こ とが らが そ うで あ

る よ うに,slarrtatanの 食 物 の象 徴 的 体 系 も,宮 廷 で 形 成 され た ものが 直 接 農 村 に受 容
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され て い る と考 え られ る。

 第2に,slamatanに 参 加 した隣 人 た ちが,食 物 を と りわ け る際 は,誰 の と り分 に も

各 種 の 名 と意 味 を もつ 食物 の全 種 類 が 少 しず つ ふ くまれ る。slamatanの 食 物 の 分 配 は,

それ 自体 が 儀 礼 の本 体 で あ り,い か な る意 味 で も儀 礼 に と もな う副 次 的 な 食 物 の 供 応

に と ど ま る もの で は な い。

V・ ノ4go〃9

  1.佃goπgと い う 概 念

 人 び とがjagongと い う語 で さす もの は,後 に のべ る さ ま ざま な儀 式 の 場 に 人 び と

が 訪 れ,飲 食 し座 談 に興 ず る とい う集 団的 行 動 で あ る。 つ ま り,そ れ は個 々の 儀 式 過

程 の な か の 宴 の局 面 で あ る。

知goηgと い う ジ ャ ワ語 の元 来 の 意 味 は,「 客 に な る」 と い うこ とで あ る。 しか し

Surakarta地 方, Yogyakarta地 方 で は 儀 式 のお こな わ れ て い る場(主 催 世 帯 の住 居)

を訪 れ る こ とをjagongと い い,と くに 結 婚,誕 生,割 礼 な どの喜 ば しい 機 会 に この

語 を もちい る。 人 が 死 ん だ 直 後 の埋 葬 の儀 式 に出 か け る こ とは1α卿 とよば れ,正 し

くは これ はjagongで は ない。 た だ し この点 で は しば しば逸 脱 が 見 られ,死 後1年 目,

2年 目,お よび1000日 の 儀 式 につ い て はjagongと い う語 が ふつ うに用 い られ る。 そ

して 儀 式 過 程 の全 体 す ら もが しば しばjagongと よば れ る。

 儀 式 とい う語 に対 応 す る 語 として は ψ666γ6が あ るが,こ の語 は 日常 生 活 で は ほ

とん ど使 わ れ な い。 さ らに,他 人 の 家 を 訪 れ て 歓 談 す る こ とい っ さい に つ い て も,

jagongと い う こ とば を用 い る こ とが しぼ しば あ り,力90η9の 派 生 形 で あ るjagongan

とい う語 は,人 とあ って 話 に興 ず る ことい っ さい を意 味 す る。 人 び とは 擁oηgと い

う語 を用 い る こ とに よ って,儀 式 過 程 の な か の 客が 集 ま り飲 食 歓 談 す る とい う相 を強

調 す るの で あ る。

 さ きに のべ たslamatanは ・ ほ とん ど村 び との 話 題 にな る こ とが な い。0方jagong

とい う こ とば は・ ほ とん ど毎 日の よ うに耳 にす る もの で あ る。 「今 日は何 某 の とこ ろ

でjagongが あ る」 「これ か らjagongに 行 くと こ ろだ」 「毎 日,毎 日jagongが つ づ

い て 疲 れ た 」 とい った な に げな い 会 話が た えず か わ され る。

 た えず 随 所 で お こな われ るslamatanは ま った く画 一 的 で 簡 潔 な 形 式 に よ り短 時 間

の うちに 終 え られ,参 加 者 もご く少 数 で あ る。 だがjagongは,の ち にの べ る よ うに

膨 大 な 参 加 人 員 に よ り,長 い 時 間,多 くの 労 力 と財 貨 を費 してお こな われ る。 そ れ ゆ
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え にjag・ngはstamatanと 同様 た えず 随 所 で,ま た 変化 の な い 同一 の 形 式 で お こな

わ れ るに もか か わ らず,村 び との生 活 の な か に大 きな 比 重 を しめ,た えず 意 識 され話

題 に の ぼ る。 村 び とた ちに とっ て儀 式 が あ る とい う こ とは,ま ず な に よ り 知g・ngが

あ る こ とを意 味す る。

  2.ブ αgoπ9の 機 会 と 主 催 者

 」αg・ngが現 実 に どん な機 会 に お こな われ るか,ま だ どの 機 会 に と くに 多 くのjugong

が お こな わ れ るか を知 るた め,村 役 場 に保 存 され て い る集 会 許 可 願 い の受 理 控 え に も

とづ き,1974年 ユ0月か ら1975年9月 まで1年 間 の 諸 例 を ぬ き 出 した もの を,表1に

しめす 。 集 会 許 可 制11)等 の治 安 行 政 は,村 の末 端 まで厳 格 に お こな われ て い るの で,

こ の数 値 は信 頼 で き る もの と考 え られ る。

表1 D村 に お け る 」αgongの 機 会 別 件 数(1974年10.月 ～1975年9月)

機 会   1 儀式の名称 i 件 数

妊娠7カ 月 目の儀式 2纏oη 乞 9

誕生当 日および5日 目の儀式 6砂6η ∫ 69

男児の割礼 彪オαんαη 25

女児の割礼 5槻 αゴαη 4

結 婚 式
  '
η9α漉6π 23

死後1年 目,2年 目の儀式 'α6協1α η 8

死後1000日 の儀式 56ωπ 碗η∂ 17

家の新築の儀式 π99αω60勉 説 11

計    1 1 166

(D村 役場 の帳簿に よる)

 この 表 には 埋葬 の儀 式 の 際 の 集 ま りは ふ くまれ て い な い。 こ の場 合 だ け,届 け 出 と

許 可 は不 要 とい う例外 規 定 が あ るか らで あ る。 参 考 の た めつ け加 え るな ら,1974年1

月 よ り12月 ま で1年 間のD村 内の死 者 数 は28人 。 人が 死 んだ 時 には,名 称 は ブαg・ng

で はな くlayatで あ って も,ブαg・ngの際 とま っ た く同 じ宴 が あ るか ら,宴 の 総 件 数 は,

表1に 掲 げ た 」αgongの 総 件 数 よ りさ らに増 え る。

 理 念 上,jugongが お こな わ れ る機 会 は,表1に あ る もの に 限 らず,い か な る 儀 式

もjugongを と もな い う る。 しか し,後 述 の ご と く」αgongの 費 用が 莫 大 な もの で あ る

た め,実 際 は表1に み られ る よ うな と くに大 きな 儀 式 の機 会 に限 られ て く る。 ま た各

11)住 民が,い かなる目的であろうと3人 以上の集 まりを もつ時は,あ らかじあ規定 の手数料をそ

  えて集会許可願を提出しなけれ ばな らない。許可願 いは,村 役場を通 じて郡役所,郡 警察に提

  出 され,そ こで裁可 される。
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項 目ご との 件 数 に 大 きな 開 きが あ るの は,貧 しい 家 で は ブαg・ngを と もな う大 規 模 な

儀 式 を省 略 じ,slamatanだ けで す ませ る こ とが あ るか らで あ る。 た と えば,誕 生5日

目の 儀 式,結 婚式 な どで はj ag・ngが 省 略 され る こ とが まれ で あ るの に た い し,妊 娠

7ヵ 月 目の 儀 式,死 後1000日 の 儀 式 な ど は簡 略 化 され る こ との方 が 多 い 。 ま た,男 児

の 割 礼 が盛 大 にお こな われ るの に た い し,女 児 の 割礼 は一 般 に きわ めて 小 規模 にす ま

され る。 さ らに下 の子 が 生 まれ た さい に年 長 の 子 の 割 礼 もあ わせ お こな い,力goπgを

1回 で す ま せ る とい っ た便 法 もしば しば と られ る。

 表1に 見 られ るよ うにjagongが お こな わ れ るの は,世 帯 の儀 礼 の さい に限 られ る。

ノagongを と もな う各儀 式 機 会 につ い て,そ れ を主 催 す る もの を以 下 に し めす。

 妊 娠7ヵ 月 目の 儀 式 … … …妊 婦 の夫 また は夫 の両 親 が 主 催 す る。

難 ヂ 日陶 一…一一
 結婚式………花嫁の両親が主催 しその住居でおこなう。

 死後1年,2年,1000日 の儀式………死者の配偶者が主催する。配偶者が死んでい

  た り離婚 していれば残 された子全員によっておこな う。そのなかで中心になるの

  は長男であるか,あ るいは親の住居を相続 しているものである。未婚の子が死ね

  ば親ないし祖父母が主催す る。

 このようにjagongを 主催するのは,儀 式の当事者の親,子,配 偶者 のいずれかで

あ り,さ らに祖父母,き ょうだいなどはたとえ世帯がちがっていても主催側の0員 と

なる。

3.事 例描 写 ある結婚式 の例

jagongはslamatanの よ うな 整 った形 式 を もつ 儀 式 で は な い。 そ れ は儀 式 の 場 にお

け る主 人 と客 の形 式 化 され た 関 係 の 累 積で あ る。 した が って,こ こで は1つ の結 婚 式

の事 例 を と りあげ,準 備 の過 程 か ら日 を追 って 記 述 して い くなか で,力9・ngの もつ

か た ち を あ き らか に して い きたい 。

 他 の 多 くの儀 式 と同様,結 婚 式 の儀 式 過 程 は,大 別 して4つ の 構 成 単 位 よ りな る。

中心 に は,花 嫁,花 婿 の出 会 い の 儀 式 の よ うな,結 婚 式 に 固有 の儀 式 群 が あ り,こ れ

と並 行 して,1回 のbancakan,3回 のslamatan,2～3回 のjagongが お こな われ る。

ま た これ らの背 後 に は,そ れ 自体 が儀 礼 化 され,ま た儀 礼 的交 換 の 体系 を と もな う準

備 過 程 が 存在 す る。 した が って,jagongの 描 写 は 準 備 過 程 よ りは じ めな けれ ば な ら

な い。

488



関本 中部ジャワ農村の儀礼的食物交換

 1)主 催者 の家 族

 ここに描 く結婚式はD村 でおこなわれた。ジャワでは,結 婚式はかならず花嫁の親

の住居でおこなわれ,結 婚式自体の費用の大半 も花嫁の親が負担する。20歳 の花嫁の

父は水田0.5haと 宅地,相 対的 に大きな住居 をもち,ジ ャワ暦で5日 目ごとにめ

ぐってくる0・nの 日に村の西端にある公設市場で開かれる定期市では床屋の 店を開

いている。村内では平均以上の経済力をもつ層に属 しているといえよう。花婿は工業

高校を卒業 してSurakarta市 の国営電力会社に働く26才 の技術者で,東 に4kmほ

ど離れた別の村に住み,毎 日オー トバイで市中まで通勤 している。その父親は,田 を

もたない農業労働者であるが,水 牛2頭 をもち,や は り床屋として近隣の市場を回っ

ている。

 結婚式がおこなわれたのは,1975年11月 の中旬であった。

 2)招 待

 結婚式の1週 間ほど前に,式 の準備のための世話人たちが集る。世話人の長は,花

嫁の家族と同じ隣組 に住む村役人の1人,お よび道路をへだてた向いに住み,別 の隣i

組に属する村の小学校の校長である。また500mほ ど離iれた別の集落に住 む50歳前後

の1人 の女が,料 理の準備全体の指揮にあたることになった。彼女は花嫁の両親の知

人であるが,jagongの 料理の準備に熟達 し,他 の機会にもしばしば指揮 をとってい

る姿がみうけられた。

 この日のしごとは,招 待状の作製,配 布である。誕生当日と5日 目の儀式,お よび

葬儀の際には招待はおこなわれず,す べての知人がみずからや ってくることが期待さ

れる。その他個別の世帯の諸儀式の際は,か ならず主催世帯からの招待が,ふ つ うは

書状をもちい,時 には口頭で,一 人一人の招待者に直接伝えられる。招待状は,印 刷

されて必要事項だけ書 きくわえるようになったものが市販されている。

 招待をうけていないのに出かけて行 くことは恥(ngisinisini)と 意識 されてい る。10

歳ぐらいから30歳 ぐらいまでの若い男子のみは例外で,村 の役職者,非 公式の有力者,

経済的に比較的ゆたかな世帯のjagongに は,招 待の有無にかかわらずでかけて行く。

jagongの 招待客が一般に非常に多いので,準 備 とその場の接待には多 くの人手 を要し,

青年たちは雑用係 として手伝いにあたる。だが,村 内には暇な時間をもてあま した青

年たちの数があま りに多いので,手 伝いとはいっても大半の人手は余 り,jagongの 場

の周囲にたむろしておしゃべ りに興じ,食 事を供されて帰って行 く。それで青年たち

のなかで も教育程度が高 く自意識のつよいもののなかには,「 食事ほしさのため招か
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れ て もい な い の に出 か けて い くの は,い や な こ とだ 」 と批 判 を 口 にす る ものが い る。

 逆 に招 く主 人 側 か らい う と,招 待 もれが あ って は い けな い。 この こ と もひ とつ の 間

接 的 な要 因 とな って,招 待 され る もの は,非 常 に 多 い。 ここ に と りあ げ る事 例 で は,

900枚 の 招 待 状が つ く られ,近 所 の ものが 手 わ け して 各 招 待先 の住 居 に届 けた。 内訳

は親 が 招待 す る もの700組,花 嫁 本 人が 招 待 す る もの200人(す べ て 同年 輩 の 若 い 娘)で

あ る。 成 人 へ の招 待 は夫 婦 を1組 とみな し1通 の 招待 状 が 出 され るの で,上 述 の700

組 とい う数 字 は,ほ ぼ1400人 を意 味す る。 な お,花 婿 の 側 の 関 係者 は,花 婿 の つ き

そ い とい う資 格 で や って く るの で あ り,い っ さい この招 待 の 枠 外 で あ る。 ま た,手 伝

い とい う こ とで や って く る村 の若 もの た ち も,前 述 の よ うに この 招 待 の枠 外 で あ る。

筆 者 の観 察 で は その 数 は 非常 に 多 く,招 待 され た 村 の娘 た ち200人 とい う数 に ほ ぼ匹

敵 して い た。

 この 事 例 に お け る全 参 加者 数 は,ブ αgoη9の 諸 事 例 の 平 均 的 規 模 よ りは 大 きい もの

で あ るが,結 婚 式 と して は特 別 に きわ立 っ て大 きな もの で は な い。 水 田 を所 有 す る農

民 に と って は,ほ ぼ 標 準 的 な 規 模 で あ り,水 田 を もた な い もの の 場 合,こ の2分 の

1,な い し3分 の1程 度 の規 模 が ふ つ うで あ る。 一 方 と くに 大規 模 な もので は,村 内

に住 む全夫 婦 を ふ くむ2000組 の夫 婦 が 招待 され た例 が あ る。 これ は 村 の 書 記(carik)

の娘 の結 婚 式 の 例 で あ る。

 誰 を招 待 す べ きか に つ い て の 明確 な 慣 習上 の規 定 は な い。 しい て い えば,主 催 者 と

い さ さか で も交 際 の あ る もの は,可 能 な か ぎ りすべ て 招待 す る とい うのが 原 則 で あ

る。 親 類 中 の誰 を 招 待 す べ きか とい うさだ め もな く,主 催 者 か らの 系 譜 的距 離 の 遠

近,お よび 交 際 の 有 無 に よ っ て主 催 者が 判 断 す る。 同 じ集 落 あ るい は隣 接 の集 落 に住

む隣 人 た ちは,ふ つ う大 部 分 が 招 待 され る。 そ れ以 外 の 招待 客 は主 催 者 の友 人 知 人 た

ちで あ るが,そ れ も大 半 は同 じ村 内 に住 んで い る もの な ど,近 隣 の人 び とで あ る。 だ

が また,招 待 客 の な か に は必 ず とい って い い ほ ど,15km,20km,さ らに は30 km,

もはな れ た 地域 の人 び とが ふ くま れ て い る。 それ は主 催 者 の親 類,生 業 の 上 の 知 人 な

どで あ る こ とが 多 い。

3)女 たち の来 訪

 式の1日 前になると,早 朝から近所の女たちが,10歳 前後の娘から老婆まで50人 ほ

ど集まり,料 理の準備をはじめる。延べ 数千人分 の食事の用意 なのでたいへん忙し

く,こ の朝から翌々日の昼すぎまで,石 を並べて臨時につくった十数個のかまどには

火が絶えず,つ ねに女たちが働きつづける。近所の女たちはみずか らやってきて料理

の準備の中心の役 目をうけもつ。つづいてつぎつぎに女たちがやってくる。
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 さ きにの べ た よ うに招 待 は夫 婦 単 位 で お こな わ れ るが,夫 と妻 の行 動 は ま った く別

別 で あ る。す べ て の女 は形 式 上 は手 伝 い に や って く るので あ る。 したが って料 理 の 準

備 が つづ い てい る2日 間 か3日 問 の 間,い つ きて もか ま わな い。 こ う してjagongの

準 備 の場 を訪 れ る こ とをr騷�ngと い う。 女 た ち に とって はr騷�ng自 体 が 正 式 な 訪

問 の機 会 で あ り,あ らた め て準 備 とは 別 に 訪 問 を お こな うわ けで は な い。 結 婚 式 の際,

花 嫁 の友 人 た ちが 招待 され るのが,特 別 の 例外 で あ る。

 ま た 吻 鶴gの さ い に,女 た ちは米,砂 糖 茶 な ど を贈 物 と して も って くる。 これ

はsokonganと よ ば れ,の ち にの べ る よ うに厳 格 な交 換 の 体 系 を も って い る。

 一 方,男 た ちは きま った時 間 にや って きて 宴 の 座 に加 わ るのだ が,そ の 際 に は贈 物

は な に も もって こな い。ブα9・ngの 贈 与 交換 は女 た ちだ け に よ って お こな われ る。

 r駢angに く る女 た ち は,終 始 実 際 の 準 備 作 業 の 中心 にな って 働 く もの と,短 時 間

や っ て きて形 ば か り準 備 に加 わ る もの とに わ か れ る。 前者 は隣i近所 の 女 た ち と主 催 者

の母,娘,き ょ うだ い,お ば,め い,む す この 妻 な どの近 親 者 た ちで あ る。 隣 近 所 の

女 た ちが 終 始 準 備 の し ご とを に な うの は,慣 習 に う らづ け られ た 自発 的 行為 で あ り,

隣 近 所 とは ど こ まで をふ くむか とい った 明 確 な 規 定 は な い。 ま た彼 女 た ち も贈 与 を他

のす べ て の女 た ち と 同様 に お こな う。

 他 のす べ ての 女 た ちは,や って くる とまず 住 居 の 正面 の部 屋 に入 り,あ い さつ をす

ませ 茶 菓,食 事 の もて な しを う け,短 時 間 台 所 や 裏 庭 で進 め られ てい る料 理 の 準備 に

加 わ って,コ コ ヤ シの実 の果 肉 を削 る,野 菜 を刻 む,皿 を な らべ るな どの しご とに加

わ り,や が て再 び あい さつ を して帰 って い く。

 上 述 の よ うに,r騁�ngに や って く るす べ て の女 た ちは,米,茶,砂 糖 そ の他 の 料

理 の材 料 を たず さ えて くる。 贈 与 の標 準 量 は,米51,あ る いは茶200gと 砂 糖1kg

で あ る。 この標 準 量 は 暗黙 の う ちに さだ ま り,大 多 数 の ものが こ れ に した が う。 村 役

人,水 田 を標 準 規 模 の0.5 haを こえて さ らに多 く所有 した り経 営 して い る もの,出

自が 農 民 で な く,旧 宮 廷 の 官吏 層,オ ラン ダ時 代 の 砂糖 工場 や タ バ コ工 場 の事 務系 ・

技 術 系職 員,都 市 部 の 伝 統 的商 人 な ど に 由来 す る もの は,村 内で の高 い ステ イ タス に

と もな って,贈 与 量 が 多 くな る傾 向が み られ る。

 だが,γ ∂ωαη9の 贈 与 の 第1の 原 則 は,AがBに51の 米 を贈 れ ば,他 日Aが

頭9・n.gを お こな う時, Bは 必 ず 等 量 の51の 米 な い し他 の等 価 の もの を贈 ると い う,

等 量 交 換 の原 則 で あ る。AとBと の 間 に社 会 的 ステ イ タス,経 済 力 な どの 明 らか な

差 が あ る時 も,こ の原 則 は 貫 徹 す る。 二 者 間 の関 係 の 中 で は 富裕 な もの は よ り多 く贈

り,貧 しい もの は少 しで もよい とい う観 念 は存 在 しな い。 した が って,相 対 的 に貧 し
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い もの に とって は,年 間数 多 い, yezvangの 贈 与 はか な りの 負 担 で あ る(贈 与 の 経 済 的

側 面 に つ い て は,の ち にふ れ る)。

 等 量 交換 原 則 を貧 富 の 差 の 存 在 とい う現 実 に あ わせ るた め に は,い くつ か の 方 法 が

あ る。 第1は 相 手 に よ って 贈 与 量 をか え る とい うや り方 で あ る。 つ ま り,村 内で ス テ

イ タ スの 高 い もので あ っ て も,同 じ くス テ イタ スの 高 い もの や,郡 の役 人 な ど よ リス

テ ィ タス の 高 い もの のjagongに は,米IOIを もって い き,自 己 よ りス テ イ タ ス の低

い0般 の住 民 の と ころ に は米51で す ませ る。 また,と くに貧 しい もの は,標 準 以 下

の21の 米 しか 贈 らな い こ と もあ り,こ の 場 合 みず か らがjagongを お こな う際 も,

そ れ だ けの量 の贈 与 しか 受 け られ な い。 た だ し,こ の 手 段 を と る こ とに よ っ て,一 人

前 の 村 民 とい うス テ イ タ ス はな か ば失 わ れ る。

 さ らにjagongの 贈 与 交 換 の 体 系 か らま った く離 脱 して しま う こ と もあ る。 これ は,

村 内 で10～15%ほ ど の極 貧 世 帯 にみ られ る行 動 で あ る。 こ うした 人 び とは,中 程 度 以

上 の 経 済 力 を もつ近 隣 の村 び と の 頭goηgに は,一 家 で や って きて 終 日労 働 力 を提 供

し,小 さな子 にい た るま で3食 と も供 され る。 そ の 日 ぐ ら しの彼 らに と って,jagong

「は と もか くそ
の 日1日 の 食 事 を え る機 会 とな る。 彼 らみず か らが 力g・ngを お こ な う

こ とは ほ とん ど不 可 能 だ が,子 ど もの 割礼 の儀 式 な どは,近 くに住 む近 親 者 や,パ ト

ロ ン的 立 場 に あ る村 役 人 その 他 の有 力者 が 出費 を負 担 し,最 小 限 の もの はお こ な う。

 な お ご く限 られ た範 囲 の近 親 者,す な わ ち主 催 者 の きょ うだ い,親,子 ど もた ち,

近 くに住 み交 際 の あ るい とこな ど は,前 述 の標 準 量 よ り大 量 の コ コヤ シの実,野 菜,

鶏 卵 な どを,贈 物 と して もっ て くる。

 客 が も って くる贈 物(sokongan)の ほか に,主 人 と客 との 間 に は さ らに 食 物 の 授

受 が お こな わ れ る。r騷uangに くるす べ て の 女 た ちは,そ の 場 にい るか ぎ り飲 食 を供

され る。 短 時 間 で帰 って しま え ば1回 だ けだが,1日 中い れ ば2回 な い し4回 の 食事

を供 され る。 出 され る食 事 は,の ちに のべ る男 の客 の宴 の もの と同 一 で あ る。 つ ま り

準 備 の過 程 で,作 られ た料 理 は そ の場 にい る女 た ちが まず 食 べ て しま い,最 後 に 男 の

客 の宴 に出 され る。

 さ らに女 が7劾 αηgに きて い る限 り,そ の 留 守宅 に は 家 族 全 員 に 十 分 な だ け の 量

の料 理 が べ つ に 届 け られ る。 女 が 近 くか ら きて い る時 は,手 伝 い の 若 い 男女 が 留 守 宅

に食 事 を届 け,遠 方 か ら きて い る時 は,帰 る時 に バ ナ ナの 葉 で 包 み竹 籠 に い れ た 料 理

を わ た され もち帰 る。

 4)宴

 結 婚 式 の 当 日に は 朝 と夕 方2度 のslamatan,お よ び 全体 の ク ラ イ マ ック ス で あ る
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夕刻 の花 婿,花 嫁 の 出 会 い の 儀 式 をふ くみ,十 数 段 階 にの ぼ る さま ざ まな 小 儀 式 が

連 続 す る。 こ こで取 りあつ か う宴 の側 面 は,3段 階 に わか れて い る。

 まず 昼 す ぎか ら遠 方 の客 の た め の宴 が は じ ま る。 男 の客 た ちが 住 居 の 前庭 の仮 の屋

根 が けの下 に とお され,花 嫁 の父 を代 理 す る村 役 人 の あ い さつ を うけた あ と,茶,菓

子,ス ー プ,鶏 肉 を 中 心 に した 菜 を盛 った 米 飯,デ ザ ー ト(果 物 を うか べ た シ ロ ッ

プ,ア イス ク リー ム な ど)を 供 され,2,3時 間 た って み なが 頃合 と感 じ は じめ た こ

ろ;誰 かが 席 を立 つ の を きっか け に急 に波 が 退 くよ うに 帰 って い く。 夕 刻 暗 くな って

か ら,花 嫁 の友 人 で あ る娘 た ちが ジ ャ ワ の 正 装 に 着 飾 って 集 ま り,飲 食 の の ち帰 っ

て行 く。

 最 大 の 宴 は 夜 の9時 半 をす ぎ てか らは じま る。 内容 は 昼 間 の もの の く り返 しで あ

る。 だ が 時 が 夜 で あ る とい う こ とが 場 の ふ ん 囲 気 を変 え,話 が は ず む。 こ こに あ げ る

結 婚 式 の 例 の よ うに3回 に もわ けて 客 を 招 く大 規 模 な もの で な けれ ば,∫ αg・ngは 夜

1回 お こな わ れ るだ けで あ り,夜 の9時 半 す ぎがjagongの 時 間 で あ る。 昼 間が 経 済

的 活 動 の 時 間 で あ る とす れ ば,夜 はjagongの 時 間 で あ る。 昼 間 とちが って 人 び とは

時 間 を気 にせ ず,気 の む くま ま い つ ま で もその 場 に残 って い る。

 夜 の ブαg・ngを 宴 の 時 に ふ さわ しい もの に して い る最 大 の 舞 台 装 置 は,石 油 ラ ン プ

で あ る。 ジ ャ ワの 村 落 部 で は ど こで も,幹 線 道 路 沿 い の0部 を 除 い て 電 気 は な い の

で,照 明 は石 油 ラン フ。で お こな わ れ る。 そ れ もふつ うは室 内 を足 も とが 一 応 わ か る程

度 に 細 々 と照 ら して い るだ けな の で,あ た りは 月 あか りを除 けば一 面 の闇 で あ る。 た

だ 力goπgの 場 だ けが,隣 近 所 か ら可 能 な か ぎ り多数 集 め て きて 精0ぱ い 明 る く輝 や

か され る石 油 ラ ン プの も とで,闇 の中 の 光 の 世 界 とな る。

 こ こ に あげ る結 婚 式 の 例 で は,た また まz�yang kulit(影 絵芝 居)が 上 演 され た。

夜9時 半 す ぎ には じ ま り,夜 あ けまで つ づ くz�yang kulitは,夜 の ゴαg・ngの 時 と重

な る。 結 婚 式 と割 礼 は一般 にz�yang kulitの 上 演 の も っ と も主 要 な 機 会 と され て い

るが,そ の費 用 が 莫 大 な た め,実 際 にお こな わ れ るの は きわ め て まれ で あ る。 筆 者 が

D村 に住 んだ7ヵ 月 間,村 内で は数 多 くの 結婚 式 と 割 礼 の 儀 式 が あ った が,zuayang

kulitの 上 演 を と もな った の は,こ こに あ げ る1例 の み で あ った。

 0方 この10年 ほ どの 間 に,t�yang kulitそ の他 の ジ ャワの 伝統 芸 能 の カ セ ッ ト ・テ

ー プの 使 用が 普及 し,jagongの 際 に はか な らず24時 間 に わ た っ て ラ ウ ド ・ス ピ ー カ

ー か らテ ー プ の音 楽 が 流 れ つづ け る。 近 隣iの 村 を ふ くめ れば 近 くの い ず れ か の 家 で

鈎goη9の お こな わ れ な い 日は ほ とん どな い の で,ほ ぼ 毎 晩,ラ ウ ド ・ス ピー カ ー を

つ うじて 伝 統 芸 能 の 声 と音 楽 が あ た り一 帯 にひ び きわ た る。 農 村 部 の所 ど ころ に は,
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テ ー プ ・レ コー ダ ー,ア ン プ,ス ピー カーお よび1組 数 十本 の テ ー プ を賃 貸 す る もの

が い て,誰 もがjag・ngを 催 す 時 に これ を借 りる。

 実 際 にwayang kulitが 上 演 され る時 には,近 隣i一帯 の 村 む らか ら,老 若 男 女 数 千

人 の人 び とが 見 物 に集 ま り,多 数 の行 商 人 が 玩 具,飲 物,菓 子 な どの 屋 台 をな らべ,

儀 式 の お こな わ れ る家 の 周 囲 は 喧 燥 を きわ め る。 だが そ うで な けれ ば,jagongの 場

に 見 い だ され る の は,石 油 ラ ンフ.の光,ス ピー カ ーか らの音 楽,そ して飲 食 とは て し

な くつづ く客 た ちの 会 話 だ けで あ る。

 夜 の9時 半 ご ろか ら集 ま りは じめ る客 は,11時 を す ぎた 頃 もっ と も数 が 多 くな り,

夜 の1時 と もな る と最 初 の 一部 の客 が 立 ち上 が って,残 った客 た ち の一 人 一 人 に あい

さつ し・ 自分 の住 居 へ 帰 る。 か な りの客 は そ の ま ま夜 明 け近 くまで,茶 菓 を 口 に し,

煙 草 を ふか しなが ら語 りつ づ け る。 話 題 の 多 くは 近 隣 の で きご とを め ぐ る うわ さ話 で

あ り,と くに生 業 にか か わ って,米,肥 料,農 薬 の 値 段,稲 の で き具 合,そ の 他 さま

ぎま の売 買 にか か わ る情 報 も交 換 され る。 新 聞 を と らず ラ ジオ を もっ て い て もニ ュ ー

ス を 聞 く習慣 の な い村 び とた ちは,日 常 の 狭 い 交 際 範 囲 を こえ た他 の村 む らにつ い て

の情 報 の 多 くをjag・ngの 場 で え る。

力goπgの も う一 つ の 特 徴 は,儀 式 過 程 を 構 成 す る 他 の さま ざま な 儀 式群 と 無 関 係

に,独 立 してお こな わ れ る こ とで あ る。 す で に の べ た よ うに,結 婚 式 の 場 合 な ら,(a)

結婚 式 固有 の 儀 式 群,(b)3回 のslamatan,(c)1回 のbancakanが,力goηgと な らん

で お こな わ れ るが,そ れ ぞ れ は独 自 に慣 習 で 定 ま った時 間,あ るい は 占い で 選 ば れ た

時 間 に お こ な われ,全 体 を つ う じた演 出 は い っ さい存 在 しな い。 したが って,人 が 結

婚 式 に行 くの は もっぱ ら飲 食 歓 談 に行 くの で あ り,他 の儀 式 群 の いず れ か に参 加 した

りあ るい は そ の観 客 とな るの で は な い。

 結 婚 式 の 翌 日,午 前 中 に 後 か た づ けが 終 る と,最 後 のslamalanが お こ な われ る。

これ と並 行 して花 婿 の 家 族 の親 族,知 人 の 一 団 が や って きて,結 婚 の諸 儀 式 が とど こ

お りな くお こな われ た こ と を見 と どけ る儀 式 を,花 嫁 の 側 の 家族 と と もに行 な う。 こ

れが 終 る と,ま る2日 以上 つづ い た7伽 αηgも 終 りで あ る。 この後 結 婚 の第5日 目 に

は,花 婿 の家 で 宴 が もた れ,花 嫁 の側 の近 親 者 と隣 人,知 人 た ちが 参 加 す る。 だ が こ

の ブαgoπ9は 花 婿 の親 が その 独 自の 隣…人,知 人 関係 に も とつ い てお こな う もの で 別 個

の 独 立 した もので あ る。

  4.j agongの 費 用 と 頻 度

以上 に 描 写 した ブαgoπ9は 主 催 す る側 に と って も,ま た 招 か れ る 客 の 側 に とって

も,い ち じる し く濫 費 的 な もので あ る。 こ こで 濫 費 的 とい うの は,も ち ろん け っ して
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非難の意味をこめた ものではない。郡や県の役人は農民が儀式に金銭,物 資を費消す

ることに批判的である。村びとのなかにも無駄な出費だと批判的な言をはいた り,重

い負担をなげくものは少 くない。それどころか大多数の村びとは,自 分が出費する機

会には,と くに外部の人間である筆者にたいし,負 担のつらさをもらした。水田を所

有するものは,水 田を もっているからには,ど うして も人よ り大規模なjag・ngを や

らぎるをえないと語 り,貧 しい人びとは,財 産をもつ ものと同じ量の贈物をたびたび

す るのは大変なことだ と語る。だがそれはけっして,こ うした習慣を止めようとか改

めようという考えにはむすびつかない。おそらく儀礼的な諸出費を経済生活の他の領

域 と一括 してその効用を図ることは,村 びとにも外部からの観察者にも困難なことで

ある。

 1回 ごとの 力80π8お よびそれをふくむ儀式全体は,世 界の他の諸社会 の諸例にく

らべ ると,け っして大規模なものではない。おそらくこの社会における儀式費用を膨

大にしているのは,儀 式のおこなわれる頻度の大きさである。

 1回 のjag・ngに 要する費用,お よび年間をつ うじた ブα9ω29の頻度を,数 量的に

厳密に把握するのは,D村 での調査期間が7ヵ 月にす ぎず,共 同調査者や補助者がい

なか った筆者にとってきわめて困難なことだった。えられたのはおおよその見積 りに

す ぎないが,以 下に,知 りえただけのことをそのまま記述する。以下では各種の費用

をイン ドネシア共和国の通貨単位であるRψ 読 で表記し,略 号Rp.を もちいる。

 経済的問題 をあつか う人類学上 の研究でしばしば問題 になるのは,対 象 とする社

会の経済事象を通貨単位をもって数量的にとらえることに意味があるかどうか,と い

うことである。ジャワの農村地域の現状では,貨 幣経済がすでに長年浸透 しつ くし,

あらゆる物資や労働の価値が貨幣で計 られているので,通 貨単位による数量的把握は

十分有意義である。たとえば,半 数以上の村びとは肉体労働や商い,周 旋で日銭をか

せ ぎ,毎 日必要な物資を市場や商店で現金で買ってくらしている。またほとんどすべ

ての水田経営者は,稲 を自家の消費 にあてるとともに,商 品 ともみなしてお り,種

苗,肥 料,農 薬,そ して米の市価を熟知している。

 なお,調 査当時 の交換 レー トでは,1米 ドルがほぼ415Rp.し たがって1Rp.は

0.73円 に相当する。

 1)主 催者 の側 の 出費

 本稿にとりあげた結婚式の事例については,主 催者自身か ら総費用を知ることはで

きなか った。知 りえたのは ωαクαη9kulitの 上演のために60,000 Rp。 を費したとい

うことだけである。人びとのうわさでは主催者はこの結婚式 のため,上 述の ωα卿 ε9
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kulitの 費 用 を 除 い て200,000 Rp・ を費 した とい う。 た だ し,こ れ は 細 か な 計 算 に も

とつ く もの で は な く,こ の程 度 の ブαgoηgを お こな うに は200,000 Rp.程 度 の 出 費 を

覚悟 しな けれ ば な らな い とい う,村 び とた ちの常 識 の表 明で あ る。

 諸儀 式 の うちで,と くに 多 くの 人 び とを 招 きi華や か にお こな われ るの は,第1に 結

婚,第2に 割 礼(と くに 男 児 の)で あ り,こ れ を 催 す こ とは と くに 「し ご と を もつ

(dutv馮az�)」 とい わ れ る。 こ う した機 会 の た び に参 加 者 に,「 ど の く らい 費 用 が か

か る もの だ ろ うか 」 と 問 うと,答 えは つ ね に150,000Rp.な い し200,000 Rp.で あ

る。 この 額 は子 ど もを4～6人 も った 中程 度 の 経 済 力 の夫 婦 の,10ヵ 月 な い し1年 分

の生 計 費 に相 当す る。 また水 田0.5haか ら収 穫 され た 水 稲 をす べ て 売 却 した とす る

と,粗 収 入 は 平 均 約140,000Rp.こ れか ら生 産 費 を除 く と純 収 約80,000 Rp.で あ

る12)。

 つ ぎに,jagongの 費 用 の 他 の 例 と して, batik(ジ ャ ワ更 紗)染 色 で暮 し をた て る女

性 が,亡 夫 の 死 後1000日 の儀 式 の た め,男 子 招 待 客100人 程 度 の小 規 模 な ブαg・ngをお

こな った 事 例 を あ げ る と,筆 者 が 当の 女 性 と と もに 出費 の 諸 項 目を数 え あ げ,現 金 支

出 額 を計 算 した 結 果 は60,750Rp.で あ った。

 また1人 の 小 作 農 民13)が第3子 男 子 の 割 礼,第6子 女 子 の割 礼,第7子 の誕 生5日

目の儀 式 をか ね て,男 子 招待 客150人 ほ どの ゴαgoπgを お こな っ た 例 で は,出 費 の 大

きな 部分 を しめ る はず の200kgの 米(時 価24,000 Rp.)が ち ょ うど収穫 後 で手 も と

に あ り,ま た,ふ だ ん か ら交 際が 広 く石 油 ラ ン プ,テ ー プ ・レ コー ダ ー一 式 を知 人 か

ら無 料 で借 りて きたた め,現 金支 出 は10,600Rp.で あ った。

 2)招 か れ る 側 の 出 費

 これ につ い て は,米51す な わ ち500Rp.と い う標 準 が あ る こ とをす で にの べ た 。

500Rp,と い う額 は,子 ど もを4～6人 もつ 中 程 度 の経 済力 の夫 婦 の1日 の 標 準 的 生

計 費 で あ る。 ま た農 業 労 働 者 の1日(朝,午 後 各3時 間)の 労働 の報 酬 は,男150Rp・,

女100Rp.お よび2回 の 食事 で あ る。

 こ こで よ り重 要 な の は,一 人 一 人 の 村 び とた ちが年 間 お よ そ 何 回jagongの 場 に 出

か け るか と い うこ とで あ る。 さ きに,世 帯 数524戸 のD村 で葬 儀 を ふ くめ れ ば年 間 約

12)水 田からの収入,生 産費,人 びとの生計費等 について筆者がえた資料 は,今 後別の機会 に,調

 査地の人 びとの経済生活 について報告する際に,く わしく明 らか にしたい。

13)こ の地域 の住民が水 田を所有 しないで農 業にかかわる形態は,1収 穫期か ら数年間の期間にわ

 たる水田の賃借か,日 傭 の農業労働がふつうであ り,収 穫を折半す る小 作契約は非 常にまれで

 ある。水 田の賃借ができるのは村内で中位以上の経済力を もつ ものに限 られ,ま た小 作農民は

 生産費の大部分を 自分で負担するので多 くの農業労働者たちよ りは豊かでなければで きない。
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190回 近 くの ブα8・ngが あ った とい う数 字 を あ げ たが,個 々の世 帯 の 交 際 範 囲 は 村 の

区画 とは一 致 しな い の で,こ の数 字 自体 は 参 考 に な らな い。

 筆 者 の観 察 で は,人 び とは少 く も平 均 週1回 程 度 は ブαg・ngに 出 か け,と くに ジ ャ

ワ暦 の第11月(S駘a),第12月(B駸ar)に は,ほ とん ど連 日の よ う偂 jag・ngに 出か け

て い た。 ジ ャ ワ暦 第1月(ε πγ4)に は,南 の海 の 女王Roro Kidu1の 娘 とSurakartaの

王 との 間 に生 まれ た 蛇 王 子Jokonginlongが,'多 数 の兵 を率 い,南 の 突風 に乗 って,

Surakartaの 王 宮 を訪 れ る とい う伝 承 が あ る。 ζの 月 は 聖 な る危 険 な月 と考 え られ て

お り,王 宮 内 の儀 式 を除 い て0般 の民 は儀 式 をお こな わ な い。 そ れで そ の前 の2ヵ 月

間 に と くに 多 くの儀 式 が集 中す る。 この2ヵ 月 間 の あい だ,村 で も上 層 の交 際 の 広 い

もの な ど は,土 曜 に2回,日 曜 に3回 とい うよ うに,し ば しば 複 数 の 頭goηgを まわ

り歩 く。

 つ ぎに筆 者 は多 くの 村 び とに,年 間 何 回 ぐ らい 力g・ngに 行 くか とた ず ね た。 答 え

が す ぐに え られ な い場 合 は, 「30回 ぐ らいか 」 「いや もっ と多 い」 「で は200回 ぐ ら

い にな るか 」 「いや そ れ ほ ど は多 くな い」 とい った 問答 を く り返 して,し だ い に数 値

をつ めて い った。 こ う した質 問 か らえ られ た答 は,「 年 間40回 ぐ らい」 とい う ものか

ら 「平 均 す れ ば ほ とん ど毎 日」 とい う もの まで さま ざ まだ った 。 これ を 前述 の 日常 的

観 察 の 結 果 と総 合 し,も っ と も交 際 範 囲 の狭 い もので 年50回,上 層 の 交 際 の広 い もの

な ら年 に200回,村 長 に か ぎ って は年 間300回 以 上,と い う数 値 を導 き出 した。 この数

値 は統 計 学 的 な厳 密 さか らは遠 いが,概 略 の状 況 を 伝 え る もの と して ほ ぼ 妥 当 な もの

と考 え る。 した が って,こ の数 値 に500Rp.を 乗 ず れ ば,年 間 の 出 費 は,25,000 Rp・

～100,000Rp.と い う概 算 値 が え られ る。

 以上 の さま ざ まな 数値 か ら,人 び との 経 済活 動 お よび生 活 時 間の うち,jagongに 費

や され る部 分 の割 合 が どの程 度 か を知 る こ とが で き よ う。

VI.結 論

 D村 における儀礼的食物交換の3種 の慣行の実態は,以 上のとお りである。それに

ついて本稿でおこなった記述と分析からは,村 びとたちの間にむすばれる社会関係お

よびかれ らの宗教生活 とにかかわる,つ ぎのような特徴を指摘することがで きる。

 1)本 稿にあつかった社会では,核 家族構成を基本とする世帯をのぞくな らば,持

続的集団の形成を可能にす る制度的基礎は脆弱である。社会関係は,こ うした個hの

世帯間に隣人関係,せ まい範囲の親族関係,そ の他 の知人関係 をつ うじて形成 され

る。
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 個 々 の世 帯 を とって み るな らば,そ こに は生 活 の 各 領 域 ご とに異 った,他 の 世 帯 と

の 多様 な 関係 の累 積 が 見 い だ きれ,ま た個 々の世 帯 が もつ さま ざ ま の偶 然 的 事情 が ば

らば らに反 映 して い る。 研 究 者 が ま ず な し うる こ とは,お そ ら くそ う した累 積 した諸

関 係 の リス トをつ くる こ とで あ り,な ん らか の0貫 し安 定 した制 度 的 枠 組 を 見 い だす

の は困 難 で あ る。

 だが 逆 に こ うした 関係 が 形 成 され る場 の 諸 事 例 を検 討す る と,本 稿 で ふ れ た3種 の

儀 礼 的 食 物 交 換 の伝 統 的 慣 行 が,き わ め て 厳 密 に 画 一 的 に さだ め られ た 形 式 を も っ

て,あ らゆ る世 帯 に よ りた えず 反 復 され,個 々の 世帯 間 に濃 密 な 関 係 をつ く って い る

こ とが 見 い だ され る。

 2)こ うした 儀 礼 的 食物 交 換 の慣 行 は,他 の 社 会 関 係 の諸 領 域 と こ とな って,神,

霊 との 関 係 を と もな って い る。 人 び との 神,霊 との か か わ りの様 式 に着 目す る と,そ

こに は個 別 的 で 社 会 的 に隠 され た領 域 と,共 同 的 で 社 会的 に あ らわな 領域 との対 比 が

見 いだ され る。 前 者,つ ま り個別 的 領域 で は,人 び とは あ らか じ め伝 統 的 に存 在 す る

多数 の 宗 教 的 行 動 の形 態 の な か か ら 任 意 の もの を 選 ん で,自 己 な い し自己 の 世 帯 と

神,霊 との か か わ りを実 現 す る。 そ の場 に あ らわ れ る共 通 の し る しは,神,霊 へ 贈 ら

れ る食 物 諮 ゆ で あ り,こ の個 別 的 な領 域 を 偽 ゆ の 領域 と よぶ こ とが で きよ う。

 3)他 方,自 己 な い し 自己 の世 帯 と神,霊 との か か わ りが,他 人 と と もに表 現 され

る機 会 は,第1にslamatan,第2に 埋 葬 や死 後 の諸 儀 式 の さい の コ ー ラン の朗 諦,の

2種 で あ る。 これ らの,社 会 的 に あ らわ な,神,霊 とのか か わ りの場 に は,コ ー ラ ン

の 朗 講 と隣 人 た ち の参 加 とが,か な らず と もな う。

 人 び との 社 会 観 は,し ば しば 自己 の住 居 を 中心 とす る四方 へ の住 居 のつ らな りとし

て構 想 され る0た とえ ば あ る老 人 は こ う語 った。

 「人 が 恭 うべ き もの は,第1にtuhan,第2に 両 親 と祖 父母 た ち,第3に,も し両

親 が い な けれ ば 兄,姉 た ち,第4に 隣 人 た ち(V sesamaあ るい は 観 伽g8の で あ る。

自分 の 住 居 か ら北 に20軒,西 に20軒,南 に20軒,東 に20軒 の 隣 人 た ちは盲 分 に とって

の きょ うだ い(s馘餾�)で あ る」。

 世 帯 はた えず あ らた に生 まれ,変 化 し,消 滅 す る ものだ か ら,現 在1つ の 世 帯 をつ

くって と もに居 住 して い る もの と,過 去 に共 に居 住 してい た こ との あ る親 や きょ うだ

い との 明 確 な範 疇 的 区別 と い う もの は な く,こ れ らの人 び とは,自 己 に とって 最 初 に

「われ わ れ 」 と範 疇 化 され る人 び とで あ る。 これ にた い し最 初 に 「他 者 」 と して 範 疇

化 され るの は 「隣 人 た ち」 で あ る。

 隣 人 た ち との 関係 に あ らか じ め あた え られ た確 か な基 盤 は な い。 あ るの は 居 住 の 隣
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接 とい う事 実 の みで あ り,し か も居 住 の 移 動 は しば しばお こ る。 だ がslamatanに お

い て は居 住 の隣 接 を唯 一 の基 準 として,隣 人 た ちの み が 儀 式 に 参 加 し,jag・ngに お

い て もまず 第1に 参 加 す べ き もの は隣 人 た ちで あ る。

 4)村 び とた ちの な か で,伝 統 的 儀 礼 慣 習 に詳 しい ものが,slamatanの 機 会 を現 実

に お こな わ れ る もの よ り多 数 列 挙 し,さ らに 人が 神,霊 とか か わ るあ らゆ る 機 会 に

slamatanが お こな わ れ る と語 るの は,1つ の理 念 で あ る。 つ ま り,あ らゆ る人 と神,

霊 との か か わ りが 社 会 的 に,す な わ ち隣 人 た ちの 参加 の も とで,お こな わ れ る とい う

理 念 で あ る。 現 実 には,人 と神,霊 との かか わ りは 鋤 卿 の 領 域 とslamatanの 領域

とい う2つ の 回路 に わ か れ,両 者 間 の 機 能 分 化 と相 互 補完 が 見 いだ され る。 だが

吻 耀 伽 の 理 念 自体 の う ちに は,個 人 な い し個 々g世 帯 と神,霊 との,他 人 が か か わ

らな い 閉鎖 的 結 びつ きに つ い て の位 置 づ け は ふ くまれ な い。

 実 際 にslamatanが お こな わ れ る の は,個 人 ご と,個 別 の 世帯 ご との 偶 然 性 や 特 殊

性 に左 右 されず 誰 に も平等 に め ぐ って くる機 会 で あ り,そ こに は個 別 的 な 特 定 の 祈願

は存 在 しな い。 あ らた に子 ど もが 生 ま れ無 事 に育 って い くか ぎ り,親 は さだ め られ た

slamatanを 順 次 お こな うこ とで 満 足 す る。 だ が 一 た び成 長が 遅 れ た り,病 気 に見 ま わ

れ た りす る と,親 は呪 医 に 頼 み 供犠 や 呪法 をお こな うとい う 諮 ゆ の領 域 に頼 るよ う

にな る。

 5)自 己 と神,霊 との 関 係 とい う点 で は,鋤 ゆ とslamatanは, 「われ わ れ 」 と

「神,霊 」 との 同 じ関係 を表 現 す る異 った2つ の 回路 で あ る。 したが って,slamatan

が あ らゆ る機 会 に お こな わ れ る とい う理 念 の成 立 も可 能 に な る。slamatanの 食 物 は,

象 徴 的 意 味 を と もな う定 ま った 形 式 に則 って作 られ,儀 式 の場 の 中央 に は じめか ら終

りまで お か れ る。 したが っ て それ は,、5老噸 と同 じ く神,霊 へ の 固 有 の メ ッセ ー ジ を

と もな った贈 物 で あ る。

 slamatanの 場 で は食 物 を囲 ん で 坐 る男 た ちの 円陣 は, modinと 隣 人 た ちか らな り,

主 催 世 帯 を代 表 す る男 子 は,こ の 円 陣 か ら一歩 退 い た場 所 に座 を しめ て,儀 式 の進 行

を見 ま もる。 この こ とか ら筆 者 は,slamatanは 隣 人 た ちが 主 催 世帯 の た め に,そ れ に

か わ って お こな う もので あ り,modinは 隣 人 た ちの代 表 者 で あ って,主 催 世 帯 や 隣 人

た ち と区 別 され て 彼 らと神,霊 を 媒 介 す る もので は な い と考 え る。modinにkiyahi

に み られ る よ うな超 自然 的 力 が 付 与 され て い な い こ と,ま れ には,modinで もそ の 代

理 で もな い もの がslamatanを 主宰 す る こ とは,こ の見 解 を う らづ け る事 実 で あ る。

 6)以 上 の よ うなslamatanの 構 造 の なか で 生 み 出 され る 主 催 世 帯 と隣 人 た ち との

儀 礼 的 関係 の 形 式 的特 質 は,相 互 性(reciprocity)と い う点 に も とめ られ る。 相 互 性
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と い う概 念 は用 い る もの に よ って意 味 が 一 定 しな い もので あ り,こ れ を拡 張 して い け

ば,す べ ての二 者 間 の 関係 は相 互 性 を もつ とい う こ とす ら可 能 で あ る。 こ こで は相 互

性 とい う概 念 を,二 者A,B間 に結 ば れ たA→Bと い う関 係 が,方 向 だ けが 逆 転 し

た 等 質 の関 係B→Aと してか な らず 反 復 され,そ の 結 果A,0は 関 係 を構 成 す る等

質 の2つ の 要 素 とな る,と い う意 味 で 用 い る。

 Aが お こな うslamatanに 招 か れ た 隣 人Bは,つ ぎの 機 会 に は 主催 者 と してAを

招 く。slamatanの 形 式が 誰 が いつ お こな お う とま っ た く変 化 な く画 一 的 に規 定 され て

い るた め,A→B, B→Aの2つ の 関 係 は ま っ た く等 質 で あ り, AとBと の 問 に あ

る社 会 的,経 済 的 等 々の 地 位 の差 は捨 象 され,AとBは 儀 礼 的 関 係 を むす ぶ対 等 の

要 素 とな る。 また 実 際 に5`α㍑α嬬 が お こな わ れ る機 会 が,誰 に もひ と し くめ ぐ って

く る機 会 に 限 られ てい るた め,Aは しば しばslamatanを お こな うがBは ま れ に し

か お こな わず,A→Hの 関係 の 相 互 性 が 崩 れ る とい う こと もな い。

 slamatanに お け る相 互 性 は, 「等 しい もの に よ る返 礼 」 とい う観 念 と は こ とな って

い る。jagongの 場 合,人 び とは この 「等 しい もの に よ る返 礼」 とい う 観念 をは っ き

め意 識 して い る。 だ がslamatanは,す べ て の ものが 定 め られ た 時 に 定 め られ た 形 式

で 定 め られ た 隣 人 た ちを 招 い てお こな う もの で あ り,相 互 性 は意 識 にの ぼ るま で もな

く 自動 的 に達 成 され る。

 本 稿 で あつ か って きた 社会 で は,す で に く り返 し指 摘 した よ うに集 団 形 成 の 基 礎が

脆 弱 で あ り,ま た生 業 を め ぐ る人 び との 問 の 関 係 も多様 で あ り不 安 定 で あ る。 この 社

会 の人 び との宗 教 生 活 の0半 も,ま た きわ めて 個 別 的 で 多様 な 性格 を もつ。 だ が 人 が

ひ とた び他 人 と共 同 して 神,霊 とか か わ り・を もつ 時,そ こに は極 端 な まで に画0的 な

共 通 の形 式 が 優 越 し,そ こで 生 み 出 され る儀 礼 的 関 係 の もとで は,あ らゆ る世 帯 が等

質 で平 等 に な る。

 7)一 つ 一 つ の 儀 式 過 程 を 構成 す る も うひ とつ の 要 素 で あ り,ま た世 帯 間 をつ な ぐ

儀 礼 的 食 物 交 換 の もうひ とつ の形 態 で あ るjagongに は,大 量 の 人 間 が 集 ま り膨 大 な

金 銭,物 資,時 間が 費 や され る。 この点 でjagongは,極 端 に 簡潔 で 静 的 で,画 一 的

な 形 式 の もとにす べ ての 情 緒 的 要素 が 消 しさ られ た か の よ うに 見 え るslamatanと は,

大 きな 見 か け上 の相 違 を しめす 。stamatanと こ とな り,そ れ 自体 は,神,霊 との か か

わ りの局 面 を もたず,ま た そ れ ぞ れ の主 催 者 の 社 会 的,経 済 的 地位 を そ の規 模 の 大 小

に は っ き りと映 しだ す。

 一方,世 帯 間 の 関係 を あた え る場 と して ブα9・ngを 見 るな ら,そ こ にはslamatanの

自 動 的,画 一 的 相 互性 とは こ とな った も う0つ の 相 互 性 が 存 在 す る。 そ れ は 力9・ng
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の 客 か ら主 人へ の料 理 の 材 料 の 贈 与 にお け る 等 量 交 換 の 原 則 で あ る。 この 原 則 は,

「等 しい もの に よ る返礼 」 の観 念 に支 え られ て い る。

 贈 与 に は返 礼 が な され ね ば な らぬ とい う観 念 に支 え られ た贈 与 交 換 の諸 事 象 に つ い

て は,M. Maussの 『贈 与 論 』 以 来,全 世 界 に わた る多 くの 研 究 が か さね られて お り,

経 済,社 会,政 治,宗 教 等 々 の 諸 側 面 か ら解 釈 が あた え られ て い る。 以 下 で は,

知goηgの 贈 与 交 換 が もつ 直 接,間 接 の意 味 を め ぐ り,2,3の 視 点 を提 示 す る。

 8)人 び とはjagongの 際 に 客 が 贈 物 をす る こ とをkaulanと い う。 これ は 「托 す

る,預 け る」 とい う意 味 で あ る。 等 量 交 換 の 原 則 に よれ ば,托 した 贈 物 は後 日みず

か ら ブαg・ngを 主 催 す る時 に,か な らず戻 って く るの で,結 局 み ず か らの役 に た つ。

これ は 村 び と 自身 に よ る 経 済 学 的 解 釈 で あ る。 人 び とは しば しば,ゴ αgoη9の 際 多数

の 客 が や って きて 贈 物 をす る の は 「助 け合 い(gotong royong)」 な の だ とい う。 だが

同 じ人 び とが 別 の機 会 に は,jag・ngが 頻 繁 にお こ な われ るた めに莫 大 な 出費 を余 儀 な

くされ る と嘆 く。jagongの 贈 与 交 換 は 閉 ざ され た集 団 内の0定 の構 成 員 相 互 間で お こ

な われ るの で は な い か ら,た えず 新 た な主 一 客 の 関係 が つ く り出 され て は,両 者 に追

加 の出 費 を強 制 し,結 局 膨 大 な 富 が 保 留 され てjag・ngの 場 の み を 循 環 して い くこ と

に な る。 この 自己完 結 的 なjag・ngの 経 済 を,経 済 生 活 の 他 の 領 域 の 問 題 と結 びつ け

て合 理 的 に解 釈 す る こ とは で きな い。

 9)人 び とは また こ う も語 る。 ひ とつ ひ とつ の 儀 式 に 力goηgが と もな い,大 量 の

客 が 集 ま るの は,儀 式 が 多 くの 他 人 に 「立 ち会 わ れ る(kabuki駭)」 こ とが 必 要 だ か

らで あ り,主 催 世 帯 と何 らか の 関 係 を もつ す べ ての 人 が 招 か れ るの で あ る。

 この こ とは 力goηgの ク ラ イ マ ックス が夜 で あ り,客 た ちが 夜 を 徹 して 語 りあ うと

い う事 実 と もむ す び つ い て い る と考 え られ る。 儀 式 の 場 で 客 た ちが 夜 を あか す こ と

はr駻饌nと い わ れ る。 老 人 た ちの な か に は, r駻饌nが 儀 式 の 当事 者 を超 自然 的 な災 い

か ら守 るた め に必 要 だ とい う観念 が あ る。

 ジ ャ ワ人 の 観 念 で は,夜 寝 な い こ とは,人 に と りつ く1�1駑butな どの 精 霊 か ら身

を ま も る手 段 で あ り,ま π 聖 な る力 を え る源 泉 で もあ る。 邪 悪 な意 図 を もつ 人 が 他 人

に呪 術 で害 を くわ え るの は,木 曜 日の晩,日 が 暮 れ て か ら夜 半 に い た るまで の 間(つ

ま り 「金 曜 の晩」,IV章 一2,事 例f.参 照)で あ り,こ の 時 多 くの 人 は,呪 術 か ら

身 を守 るた め寝 な い で道 を歩 きつ づ けた り,墓 地 にお もむ い て坐 りつ づ けた りす る。

kiyahiの 超 自然 的 な力 の背 景 には,か な らず 過 去 に数 十 日間 に及 ぶ不 眠 の修 行 をお こ

なったという伝説がある。現代の都市の大学生のなかにも,恋 の成就のために,串 室

に こ も って不 眠 の行 をお こな う ものが い る。
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jagongに 多数の客が集 り,と くに何 ごともお こらぬまま長時間が経過することの

背後にも,こ うした眠らぬことへの信仰が存在す ると考えられる。

 10)以 上にふれたこととならんで,ブπg・ngの性格を把握するために,も っとも示唆

に富む事実は,jag・ngと いう語が 「訪れる」, 「客になる」という意味 をもつことで

あろう。筆者が考えているのは,jag・ngを 儀礼化 された出会 いの場 とみるというこ

とである。

 ジャワ人の社会では,他 人と出会いあらたな関係をつ くることの社会的機能はきわ

めて大 きい。 とりわけ生業活動の場面では,さ きにしめしたその多様性と不安定性の

帰結として,不 特定多数の他人のなかからある相手を選び関係をむすぶことが,す べ

ての出発点である。

 水田の経営者 と農業労働者,同 じく水田の経営者と収穫前の稲を買いとる米商人,

あらゆる物資の流通にかかわる売 り手 と買い手と多数の仲買人,こ うした各種の関係

のなかで,た えず物資,金 銭 情報が流れていく。人と人との出会い,各 種の契約,

情報の伝達は,通 常道ばたで,ま た村むらのなか に多数散在す る小さな屋台店でおこ

なわれる。 そこで人 びとは コーヒー,茶,も ち米 の菓子,バ ナナなどを口にしなが

ら,他 人 と出会い情報をかわし何 らかの契約を成 立させる14)。

 こうした瞬時の出会いのつ ぎには,他 人の住居 を訪問す るというより儀礼化された

形式が存在する。それはきわめて高度に儀礼化 された行為であ り,何 重にもくり返さ

れるあいさつと,形 式にのっとった茶菓の提供をかならずともなう。また実際に茶菓

を口にするまでには,反 復 される辞退の儀礼が ともな う。実際には他人の住居を訪問

すること,す なわち相手の住居のなかに入ることは,特 別の機会にしかおこなわれな

いことであり,日 常の隣人間の談笑や,生 業にかかわる打ちあわせなどは住居の前の

道ばたでおこなわれる。

 儀礼化 された行為である他人の住居への訪問は,主 人と客との間に持続的で安定 し

た関係をつくりあげる。おそらく他のいずれの社会において も他人の住居への訪問は

多かれ少なかれ儀礼化された行為であろうが,本 稿であつか う社会は訪問の儀礼化の

ひとつの完成 された事例をつ くり上げてお り・親 しいあいだが らだから互いに自由に

出入 りす るという観念と行為はむしろ排除 されている。

 jag・ngは,こ のような儀礼化された訪問の もっとも代表的で普遍的 な,そ して制

14)ジ ャ ワの農 民 の間 で は 買 い食 い は き わ めて 一 般 的 で あ り,誰 もが 毎 日 のよ うに お こな って い

 る。 道 ば た の露 店 や 小 さな屋 台 で 飲 み もの とわず かの 簡 単 な 食物 を売 る こ とは,も っと も 零

 細 で も っ と も簡 単 に お こ な え る生 業 で ある 。 この こ とはKoent jaraningratに よ って も指 摘 さ

 れ て い る[KOENTJARANINGRAT,1975:P・88]。
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度 的 に整 え られ た場 で あ る。D村 で 筆 者 は た えず 人 び と に こ う聞 か され た。

 k'agengは この 土 地 のadatだ 」

 「)'agongに 出 な けれ ば い けな い。ゴαgoπgで 人 は 知 りあ い(ん伽 の に な るの だ か ら」

 α伽 とい うイ ン ドネ シ ア研 究 者 に 周知 の こ とば の 翻 訳 は むず か しい。 そ れ は,そ

れ ぞ れ の 土 地 に 伝統 的 に伝 え られ た,住 民 に普 遍 的 な 生 活 慣習,定 形 化 され た行 動様

式,共 通 の価 値 観 広 い意 味 で 法 的(ju-r al-)な 制 度 等 の 総 体 を さす こ とばで,し か も

ば らば らな 要 素 の集 合 を意 味 す る よ りは,す べ てが 体系 的 に 配置 され た ひ とつ の全 体

を意 味 す る こ とば で あ る。 お そ ら くそ れ は 「一 個 の 単 位 社 会 に 想像 上 の創 始 の 時 よ り

伝 え られ た と観 念 され る,一 個 の全体 と して の文 化 の 体 系 」 と,人 類 学 の用 語 を用 い

て 説 明 す べき よ うな概 念 で あ る。

露goπgは この よ うな もの で あ るadatの 中核 に あ る制 度 とみ な され て い る。 この と

らえか た は,出 会 い の儀 礼 化 とい うこ とが この社 会 にお い て しめ る重 要 な位 置 を映 し

出 した もので あ る。

謝 辞

 本稿の資料 をえたジャワで の調査 にあたっては,多 くの方 がたおよび 機関 か ら御援助 をいただ

いた。

 イン ドネシア科学院(Lembaga Ilmu Pengetahuan Indonesia)は 筆者 に快 く調査許可 を くだ さ

り,イ ン ドネシア国内におけるさま ざまな 便宜をはか って くだ さった。 また イン ドネシア大学文

学部人類学 科のスタッフおよび学生のみな さんの御援助,御 助言 は,筆 者 の 調査の 大 きな支 え と

なった。この点に関 し,と くに イン ドネシア 科学 院社会 ・人文科学 部門議長 代行 であ り,ま た イ

ン ドネシア大学文学部人類学科主任であるProf. Dr. Koentjaraningrat,お よび同人類学科主 任代

行で あるMr, S. Budhisantosoの 両氏に厚 くお礼 申しあげる。また調査の便宜 を与えて くだ さっ

た中部 ジャワ州,お よびSukoharjo県 の地方政府機関,筆 者を暖 か く受 けいれD村 での調 査を

助 けて下 さったGatak郡 役所, D村 役場 の 方がた,そ してなによ りもD村 とその周囲の すべて

の住民の方 がたに,厚 くお礼 申 しあげる。

 東京大学東洋文化研究所の中根千枝教授,同 学教養学部の大林太良教授,染 谷臣道氏 からは,

筆者が この調査を計画 しはじめた時よ り調査 の 終了にいたるまで,終 始御 助言,御 援助を いただ

いた。米国のHarvard-Yenching Instituteからは,こ の調査のための資金援助をいただいた。

 また本稿であつか ったテーマの 一部 は,1976年 に開かれた 日本民族学会 第15回 研究大会 におい

て発 表 し,大 会 に参加 された方がたよ り貴重な コメ ントをいただいた。 国立民族学博物館の宮本

勝氏か らは,草 稿 の段階で適切 な コメン トをいただいた。

 以上 ここにしるして,心 か ら謝意を表 したい。

文 献

ブー ケ,J、H,,奥 田 或 ・高 橋 安 親 ・由岸祐 一 共 訳,1943,『 ジ ャ ワ村 落 論 』 中央 公論 社 。

GEERTz, GliHbrd,1960a,``The Javanese Kijaji:The changing Role of a cultural Brokeビ,,

     Goη ψ徽 躍びθ5'～`ゴies in So`吻and His勿, VoL I I-2, Mouton&Co,

503



国立民族学博物館研究報告  1巻3号

GEERTZ, Clifford, 1960b, The Religion of Java, The Free Press of Glencoe.   

, 1968, Islam Observed: Religious Developement in Morocco and Indonesia, Yale University 
         Press. 

GEERTZ, Hildred, 1961, "Indonesian Cultures and Communities", Indonesia, Ruth T. McVey, 
       ed., HRAF Press. 

HORNE, Elinor Clark, 1974, Javanese-English  Dictionary, Yale University Press. 

JAY, Robert R., 1963, Religion and Politics in Rural Central Java, Cultural Report Series No. 12, 
       Southeast Asia Studies, Yale University. 

  , 1969, Javanese Villagers: Social Relations in Rural Modjokuto, The M.I.T. Press. 
KOENTJARANINGRAT, 1962, "Book Review: The Javanese Family, by Hildred Geertz,  1961", 

       American Anthropologist, Vol. 64-4.   

, 1975, Masyarakat Desa di Selatan Jakarta, (Masyarakat Indonesia,  Seri Monografi No. 1), 
       Lembaga Ilmu Pengetahuan Indonesia.

森 弘之,1969,「 ジャワr土 侯領』の 村落構造 の摩 史的変化」 『イ ンドネシア の 社会構造』岸

    幸一 ・馬淵東一編著 アジァ経済研究所。

SARTONO Kartodirdjo, 1973, Protest Movements in Rural Java, Oxford University Press. 
ZOETMULDER, Piet, 1965, "Die Hochreligionen Indonesiens", Die Religionen Indonesiens,  Walde. 

       mar  Stähr, Piet Zoetmulder, W.  Kohlhammer Verlag.

504


